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台 北 七色に染まる春の台北
特集記事  
虹の街台北   カラフルな MRTで日帰り旅行
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草木が芽吹く春は、台北に活力をもたらし、色とりどり
の花が街中を美しく染め上げます。今季の《TAIPEI》は、
｢ 七色に染まる春の台北」をテーマに様々な色に合わせた
台北の文化や風景を紹介しています。

まずは路線が各色で分けられている台北メトロ（MRT）
を軸にそれぞれの路線に合った日帰り旅行プランを提案し
ています。

続いて台北のスポット紹介では、温泉街として有名な北
投と台北のリバーサイド、そして春らしいお花見スポット
をピックアップしました。

文化面では台湾伝統の獅子舞を後世に残すために努力し
続けるチームにインタビューを敢行。建築という観点から
は台湾の伝統である閩南式建築に注目し、観光のスポット
を紹介しています。

台北の農家にはサスティナブルな農法を実践する夫妻が
いて、自然に作られた食品だけでなく、都会の子どもたち
に農業体験の機会を提供しています。その精神についてお
話を伺いましたので要チェックです。

飲食については台湾産の豆に強いこだわりを持つコーヒ
ーショップ、台湾伝統の手作り豆腐を提供する豆腐店を特
集。いずれもここでしか聞けないお話をまとめました。

他にも大工の下積みを積んだデザイナーに古民家に対す
る愛情を語っていただくなど盛りだくさんの内容になって
います。

春は街中が活気づき、新しいことに挑戦するのに最適な
時節です。ぜひ台北にある色とりどりの景色を探しに出か
けてみてはいかがでしょうか。

春の胎動、 
色づく台北

編 集 者 の 言 葉

EDITOR’S 
INTRODUCTION

1. 新型コロナウイルスが流行中です。外出時に必ずマスクを着用し、政府の発表
する防疫規定を遵守してください。
2. 本号に掲載されている写真は資料用のものが多く含まれていますので、マスク 
を着用していない写真も使用されています。 

TAIPEI からのお知らせ

アンケートに答えて 
抽選キャンペーンに参加しよう！
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オレンジラインで街を探索O

日中

台北 MRT は 1996 年に最初の路線が開通して以来、台北市の交通の要となっています。すばやく
安全に街中を移動できるため、日常的な交通手段としてだけでなく、市内の観光をする際にも最適
です。

現在、台北 MRT の各路線は虹の色で分けられています。レッドライン（淡水信義線）は淡水から
象山までの中央を南北に結び、ブルーライン（板南線）、グリーンライン（松山新店線）は中心部
を東西に横断、ブラウンライン（文湖線）とオレンジライン（中和新蘆線）は台北の東側、西側を
それぞれ南北に繋いでいます。最近できたイエローライン（環狀線）とパープルライン（桃園機場
捷運）は主に台北の中心地と郊外を結んでいるので、どこへ行くにも台北 MRT は欠かすことがで
きません。また各沿線には、伝統的な地域や
現代的な地域、都会的な場所、アウトドア活
動に適した場所などがあり、日帰り旅行にも
最適です。

ここでは路線別に厳選した日帰り旅行スポ
ットを紹介していきます。自然あふれる場
所、都会的な場所、歴史的建造物が建ち並ぶ
エリアからクリエイティブな地区、散策に適
した場所、リラックスできるスポットをまと
めましたので、気になった場所があればぜひ
旅行に出かけてみてください。

01

文：Jenna Lynn Cody　編集：下山敬之 　写真：Taiwan Scene、華山 1914 文化創意産業園区、松山文創園区、Yengping、西門紅楼、POPOP 台北、
台北市会展産業発展基金会、 Wei-Te Wong、 Vũ Nguyễn Xuân、台北市政府観光伝播局

カラフルな MRT で日帰り旅行
虹の街台北

台北はビジネスの中心地であると同時に、文化や歴史に関連するスポットが豊富です。特にオレンジライ
ンは、台北のエネルギーが集まるエリアやエレガントな文化的スポットにアクセスできます。

MRT 忠孝新生駅から歩いてすぐの場所に、古い工場をリフォームした広場があります。ここは 1914 年
に高麗人参酒の酒造工場として利用されていた場所で、2000 年代初頭に改装され、今では地元のデザイナ
ーの製品を販売するショップや飲食店、展示会場、イベントスペース、劇場などが立ち並んでいます。ク
リエイティブマーケット、コンサート、その他各種イベントも開催されていますし、緑が豊かな公園で一
休みするのもオススメです。

華山 1914 文化創意産業園区
忠孝新生駅
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午後

夕方

02

03

03

行天宮は後漢時代の人物である関羽（関聖帝君）を祀っている寺廟で、商業や守護神として知られてい
ます。そのためビジネスマンや軍人、警察官などが主に参拝に訪れます。行天宮は台湾の寺廟の中では比
較的シンプルな設計となっていること、至るところに龍の装飾が施されていることが特徴です。

行天宮の周囲には占い通りとして有名な地下道があります。台北にある占いのほとんどは中国語ですが、
ここでは日本語や韓国語など外国語を話せる占い師もいます。

夕方になったら台北で最もローカルな夜市であ
る延三夜市へ向かいましょう。美味しい羊鍋から
牛肉麺のスープ、刈包、臭豆腐といった現地のグ
ルメが味わえます。また、中には米糕や湯圓、キ
ャベツ炒飯、ポークリブのスープなど、台北ビブ
グルマンに選ばれている屋台もあるので、そちら
もお見逃しなく。

行天宮 ‧ 命理大街

延三夜市

行天宮駅

大橋頭駅

01. 緑の公園と古い建築を改装
した展示スペースを有する華山
1914 文化創意産業園区は台北
で人気のスポットです。 ( 写真
/ 華山 1914 文化創意産業園区 )

02. 行天宮は台北における宗教
信仰の中心で、地元の人や観光
客で毎日賑わっています。 ( 写
真 /Wei-Te Wong ）

03. 屋台料理が数多く並ぶ延三
夜市では台湾ならではの賑わ
いが感じられます。



COVER STORY

7 6TAIPEI SPRING 2022

レッドラインでリラックス

昼間

日常生活のストレスから解放されたい人や一日中リラックスして過ごしたい人にはレッドラインがオススメ
です。この線沿にはカラフルな街の雰囲気を楽しみながら春を感じられる場所がたくさんあります。

MRT 圓山駅周辺の広々とした公園には、心を落ち着かせてくれる美しい景色が多々あります。まずは
MAJI 広場の隣にある花博農民市集に行ってみましょう。ここでは、台湾各地の農家が直売している新鮮な農
産物を購入できます。混雑を避けるためにも朝の早い時間帯に訪れて、買い物が終わったら近くにある公園
の芝生でピクニックをするのがオススメです。敷地内には大人が楽しめるの花博争艶館、子供用の遊具、イ
ンスタ映えするスポットも多く、週末はカップルや家族連れなど多くの人たちが訪れます。

芸術鑑賞が好きな方は花博公園の北側にある台北市立美術館がオススメです。1983 年に開館したこの美術
館は高度経済成長期に日本で生まれた「メタボリズム」が建築のスタイルに反映されています。最近は内装
が改装されたこともあり、地元の人や観光客で賑わっている場所です。展示品に関しては、台湾人アーティ
ストの作品が中心で、繊細なアートと現代的なインスタレーションが組み合わされた作品があるほか、古典
的な作品から現代の作品まで様々な台湾アートに触れられます。

花博公園と台北市立美術館
圓山駅

04

05

04. 台北市立美術館では現地アーティストの創
造性あふれる作品が鑑賞できます。

05. 毎週末に台北花博で開催されているファー
マーズマーケットでは、台湾各地の新鮮な野
菜や果物が販売されます。( 写真 / 台北市会展
産業発展基金会 )

06. 散策に疲れたら臨江街夜市へ行き、温かい
屋台料理で一休みしましょう。

07. 信義区にあるショッピングモールやレスト
ランはいつも人々とその活力で満ちています。
( 写真 / 台北市政府観光伝播局 ）

R
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夕方 / 夜

台北東部の中心に位置する臨江街夜市
は、食べ物と買い物をする人たちが多く
訪れます。移動販売をする人たちが多く、
ティラミスや貝殻で作られた指輪など、こ
こでしか手に入らない商品もあります。食
べ物の屋台も多く、ウイグル式のラム肉の
串焼き、鉄板焼き、台湾のカキオムレツ、
ベトナムの新鮮なバインミーなど国際色
豊かなメニューが揃っています。

臨江街夜市
信義安和駅

夕方 / 夜

レッドラインの南の終着にある信義区にはバーやラウンジ、ガストロパブなどがあり、1 日の締めくくり
を迎える際にオススメです。大型デパートの間にある歩道ではストリートパフォーマンスやクリエイティブ
な作品を販売する屋台などがあります。この周辺には、ナイトクラブから賑やかなバー、リラックスできる
スポットがあり、そのほとんどがデパートやホテルなどの施設内にあります。ライトアップされた台北 101
の景色も間近で眺められるので、ぜひ夜の台北を味わってみてください。

信義商圏
台北 101 / 世界貿易センター駅

06

07
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台北の活力の秘訣は、その伝統を大切にしながら、絶えずイノベーションを実現していることにあります。
ブルーラインには歴史的建造物を改築した施設が多く、文化活動が多々行われています。

龍山寺は台北で最も活気のある寺院で、現代的なアートワークも多く行われています。龍山寺は非常に長
い歴史を持ち、青銅の柱に彫られた龍は祀られている神々と同じように台北を守り続けてきました。

この一帯は台北の中でも歴史のある地域で、かつては「艋舺（ばんか）」、現在は万華と呼ばれています。
この地域は歴史的建造物が多く残っていて、それらがリノベーションされることで新たな活用がなされてい
ます。特に顕著なのが U 字型の建築構造が特徴的な新富町市場です。ここは 1935 年に建てられた建物で、
1990 年代に地域が衰退したことで、この建物の商業活動も停止しました。

現在は、建物の歴史に関する常設展示があるほか、セミナー会場やキッチンスペース、ユニークなカフェ
として利用されています。また、写真撮影に最適なアトリウムもあるので、若い人たちに人気のスポットと
なっています。

艋舺龍山寺と新富町文化市場
日中 龍山寺駅

08

09

08. 新富町文化市場は、独特な U 字型の建築構造を
特 つ 万 華 区 の 新 し い 観 光 ス ポ ッ ト で し た。(  写 真 /
Yengping ）

09. 歴史ある宗教的建築物での龍山寺は、台北の人たち
が心の平安を願う拠り所となっています。

10. 松山文創園区の中には台湾のブランドがデザイン
した商品が数多く揃っています。 ( 写真 / 松山文創園区 )

11. POPOP 台北は新しくできたスポットであり、マー
ケットなどのイベントが数多く開催されています。( 写
真 /POPOP 台北 )

ブルーラインで古都台北のイノベーションを発見BL
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午後

松山文創園区にある建物は、もともと 1937 年にたばこ工場として建設されたもので、1998 年に閉鎖され
ました。2001 年に市政府によって史跡に指定された後、2010 年に復元され、現在ではクリエイティブな才
能を育むための施設として機能しています。

園区內には池や緑があり、地元の人や観光客を問わず憩いの場として人気です。施設内にはデザインセン
ターがあり、アート作品の展示がされているほか、カフェやショップなども多いので、のんびりと過ごすの
に最適な場所です。

松山文創園区
国父記念館駅

午後

POPOP 台北は華山 1914 文化創意產業園区
や松山文創園区と比較すると、比較的新しい
文化スポットです。ボトルキャップ工場とし
て 1943 年に建設されたこの建物は、2013 年
に解体が予定されていましたが、クリエイテ
ィブスペースとして再開発されました。2020
年に正式オープンしたこの場所は、メーカー
やイノベーター向けのスペースとして大きな
注目を集めています。

施設内には大規模なコワーキングスペース
などがあるほか、外観にはボトルキャップの
デザインが取り入れられるなど、視覚的に楽
しめる工夫がなされています。他にもテラス
付きのカフェやバー、台北の骨董品を扱うア
ンティークショップなどもあります。

POPOP 台北（瓶蓋工場台北製造所）
南港駅

10

11
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グリーンラインでエネルギッシュな一日体験

日中

台北の特徴の 1 つとして、アクティビティを行える場所が豊富であることが挙げられます。特にグリーン
ラインには気軽に楽しめるハイキングコースや歩行者天国のあるショッピングエリアなど、活動的な方に
オススメのスポットが集まっています。

仙跡岩歩道へは景美夜市の裏側にある景興
路から狭い階段を上っていきます。最初は古
めかしい建物が立ち並びますが、それを通り
過ぎると自然が広がります。山頂近くには凹
んだ岩がありますが、これは無敵の強さで村
人を恐怖に陥れた悪魔を打ち負かした呂洞賓
という人物の足跡だと言われています。実際
に辛亥トンネル側からの登山コースの山頂付
近には呂洞賓を祀った寺院があります。

仙跡岩からは台北市の美しい景色が眺めら
れるほか、道中にペイントを施して顔のよう
に見せている奇妙な岩がありますので探して
みてください。ハイキングコースとしては短
めですが、都市から離れることなく自然に触
れられるスポットです。常緑高木であるソウ
シジュは、このコースの中の至るところに生
えていて、山中に涼しい日陰をもたらし、5 月
には黄色い花を咲かせます。コースへの入り
口は複数あり、いずれもお子様連れでも登頂
が可能です。

仙跡岩歩道
景美駅

12

13

G
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夕方

西門町にある歩行者天国は、台北の中でも非常に活気のある場所です。この歩行者天国は台湾最古のもの
であり、他のエリアとは雰囲気が異なります。特に MRT 西門駅の 6 番出口近くにある小さな広場は、ショ
ップやレストランが立ち並び、通りにはストリートパフォーマンスをする人やコスプレイヤーなどで賑わい
ます。また、このエリアは LGBTQ 文化の中心でもありますし、歴史のある建造物や、工芸品を販売するマ
ーケットがあるなど、異なる趣を提供してくれるスポットです。

ショッピングエリアでは映画館で映画鑑賞を楽しむ、電子機器類や洋服、アクセサリーを購入する、有名
なタトゥーストリートでタトゥーを入れるなど様々な体験ができます。

西門町
西門駅

日中

MRT 公館駅の周辺には様々な飲食店
が立ち並んでいて、ランチの選択肢が
豊富です。また、駅から徒歩で行ける
台北自来水園区の隣にある水道博物館
は、親子揃って出かけるスポットとし
て人気があります。この博物館は 1908
年に竣工した水源地ポンプ室を再現し
たもので、2000 年に修復されました。
現在はかつての設備を展示しているほ
か、プールやウォータースライダーな
どの遊び場もあるので、夏には多くの
人で賑わいます。

また、時代を感じさせる外観はウェ
ディングフォトにも利用されるなど、
子供だけでなく大人も楽しめるスポッ
トです。

台北自来水園区
公館駅

14

15

12. 台北の南端にある仙跡岩を登
り、眼下に広がる台北の街並みを
眺めましょう。

13. 仙跡岩のハイキングコースを歩
くと、青々とした春の息吹が感じ
られます。

14. 台北自來水園区にある博物館に
は、かつてのインフラ設備が残っ
ています。

15. かつては劇場として利用されて
いた紅楼は、現在の西門を代表す
るスポットとなっています。( 写真
/ 西門紅楼 )
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ブラウンラインで癒しのアウトドア
ここまでも紹介してきたように台北は数多くのアウトドアスポットを有する都市です。特にこのブラウンラ
インにはそれらが多く点在していて、仙跡岩のようなハイキングコースがいくつもあります。

朝

子供が大好きな動物園ですが、台北市立動物園は
休日になると多くの家族連れの人たちで賑わう場所
です。ここはアジアの中でも大規模な動物園の 1 つ
であり、非常に高い評価を得ています。園内は台湾
固有の動物が生息する台湾動物エリア、オーストラ
リア ‧ アフリカ動物エリアなどに分かれていて、
その多くは屋外で飼育されています。他にもキッズ
エリアや人気のコアラ、ペンギンハウスなどがあり
ますし、専用の車に乗って園内を巡るツアーも非常
に人気です。

ここにはパンダを目的として訪れる人が多いです
が、センザンコウという珍しい動物にも注目してみ
てください。飼育下で繁殖するのが難しい動物です
が、台北市立動物園では何世代にも渡って繁殖に成
功しています。

台北市立動物園
動物園駅

午後

観光地として有名な猫空りは、削られた
岩肌が猫のひっかき傷のようであること
から、台湾語の「猫面（ニャオビン）」と
いう言葉にちなんで現在の名前となった
場所です。ロープウェイの乗り場は前述し
た動物園の隣にあるので、午前中を動物園
で過ごした後は、ロープウェイに乗って猫
空へでかけましょう。移動中は山中に広が
る茶畑を眺めることができますし、台北市
の街並みも一望できます。

猫空は緩やかな傾斜が続いていることか
ら気軽にハイキングが楽しめる場所です。
主要道路には数多くの茶屋があるので、慣
れていない方でも休憩を取りながら周辺
の散策ができます。多くのお店がテラス付
きなので、歩くのが苦手な方は緑豊かな景
色の中で軽食を取りながら談笑を楽しみ
ましょう。

猫空ロープウェイ
動物園駅

16

17

BR
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午後 / 夕方

ブラウンラインの北の端にある大湖公園は、台北にいながら都会の喧騒を忘れて、のんびりと時間を過ご
せるスポットです。ここには約 13 ヘクタールの面積を持つ湖と中国の伝統的な様式で建設された錦帯橋が
あります。美しいアーチ状をした錦帯橋は写真撮影に最適で、休みの日にはカメラを趣味とする人たちが集
まります。

また、大湖公園は白鷺鷥山の麓にあり、公園からハイキングコースへ向かうことも可能です。アクティブ
に活動したい方は、湖を見てから登山を開始してみましょう。

大湖公園
大湖公園駅

18

16. 動物園ではニホンジカや台湾在来の動物
が数多く見られます。

17. 猫空ロープウェイからは台北の山林が一望
できます。( 写真 / 台北市政府観光伝播局 ）

18. 大湖公園の美しい湖や山々といった風景
は都会の喧騒を忘れさせてくれます。( 写真
/Vũ Nguyễn Xuân )
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文：Richard Williams　編集：下山敬之 　写真：Taiwan Scene、Yengping、福祿文化基金会北投文物館、ホテルロイヤル北投、 
台北市北投健康管理医院、台北市政府工務局公園路灯工程管理処

台北の人気温泉地 

台北はすぐそばに活火山がそびえ立つ世界的にも珍しい都市のひとつです。大屯火山群の麓に広
がる北投区は、台湾の開拓史と同じくらい長い歴史を持ち、娯楽や休養、そして何より癒しの場と
して古くから栄えてきました。 

北投は台北市中心部のすぐ北側にあり、地熱活動が活発です。温泉宿があちこちに点在し、公園
には川が流れ、道沿いに湯煙が上がっています。

陽明山国家公園など北投の周囲には高さ 1,000 メートル級の山々がそびえていて、山頂まで伸び
るハイキングコースにはピンク色に咲く春の花、鮮やかな黄色の硫黄溜まり、湯気を吹く噴気孔な
どの景色が広がります。

また、北投はウェルビーイングや健康というイメージが強い場所です。癒しの温泉、澄んだ空気、
見事な風景を楽しめることから、地元の人や観光客を問わず、多くの人々が湯治や余暇活動のため
にやってきます。最近では静養とステイケーションを組み合わせたパッケージ旅行も人気です。北投
は温泉だけでなく様々な意味でホットなスポットとなっています。

01
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北
投
の
火
山
史

台
湾
に
は
数
々
の
先
住
民

族
が
い
ま
し
た
が
、
北
投
は

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
ケ
タ

ガ
ラ
ン
族
（
凱
達
格
蘭
族
）

が
発
見
し
た
場
所
で
す
。
「
北

投
」
と
い
う
地
名
は
、
彼
ら

の
言
語
で
「
巫
女
」
を
意
味

す
る
「
キ
パ
タ
ウ
ー
」
に
由

来
し
て
い
て
、
北
投
の
岩
や

水
に
は
不
思
議
な
力
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

日
本
時
代
に
な
る
と
、
北

投
は
開
発
が
進
み
、
大
き
く

栄
え
ま
す
。
特
に
硫
黄
産
業

が
急
成
長
し
、
鉄
道
が
急
ピ

ッ
チ
で
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
M
R
T
 新
北
投
駅
の

向
か
い
側
に
は
、
か
つ
て
の

線
路
と
車
両
が
残
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
昔
な
が
ら
の
素
材

と
当
時
の
設
計
や
様
式
を
そ

の
ま
ま
復
元
し
た
駅
舎
が
あ

り
、
旧
鉄
道
の
重
要
性
と
魅

力
を
若
い
世
代
に
伝
え
て
い

ま
す
。
現
在
こ
の
駅
舎
は
「
新

北
投
車
站
」
と
呼
ば
れ
、
こ

の
地
域
の
鉄
道
史
を
伝
え
る

興
味
深
い
情
報
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

日
本
の
統
治
下
で
硫
黄
産

業
が
成
長
す
る
と
と
も
に
、

温
泉
も
ま
た
大
き
な
発
展
を

遂
げ
た
産
業
の
ひ
と
つ
で
す
。

当
時
は
、
日
本
人
や
台
湾
人

の
労
働
者
た
ち
が
一
日
の
疲

れ
を
癒
せ
る
よ
う
、
豪
華

な
浴
場
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

1
9
0
7
年
創
業
の
「
瀧
乃

湯
」
な
ど
、
日
本
時
代
の
家

屋
の
一
部
は
今
も
浴
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

百
年
前
の
姿
を
残
す
も
う

一
つ
の
温
泉
旅
館
が
佳
山
温

泉
旅
館
で
す
。
美
し
い
和
風

建
築
が
特
徴
の
こ
の
建
物
は
、

01. 長年に渡り白煙を上げている硫黄谷こそ
が北投にある温泉の源流です。

02-03. 100 年以上の歴史を持つ瀧乃湯には、
かつて日本の皇太子が北投を訪れた際の記念
碑が残っています。

04. かつての駅舎を復元した新北投車站は、
北投の昔日の風景を思い出させます。( 写真 /
Taiwan Scene )

02

03

04
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06 05

07

06. 現在は博物館となっている
佳山温泉旅館は、日本の建築
様式がそのまま残っています。
( 写真 / 福祿文化基金会北投文
物館 )

07. 北投温泉博物館には当地の
温泉の歴史が展示されていま
す。( 写真 /Taiwan Scene )

05. 古民家が完璧な状態で保存
されている中心新村では、移
り変わる時代の変化が見られ
ます。( 写真 /Taiwan Scene )

現
在
で
は
こ
の
地
域
の
歴
史

が
学
べ
る
北
投
文
物
館
と
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
北
投
に

お
け
る
硫
黄
産
業
の
発
展
、

有
数
の
観
光
地
と
し
て
栄
え

た
時
代
、
そ
し
て
現
代
の
よ

う
に
余
暇
を
過
ご
す
た
め
の

癒
し
の
地
と
な
る
ま
で
の
変

遷
が
、
歴
史
的
遺
物
の
数
々

か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
建

物
の
中
に
は
テ
ラ
ス
か
ら
北

投
渓
谷
を
望
む
素
敵
な
レ
ス

ト
ラ
ン
や
、
蒋
介
石
元
総
統
、

日
本
の
天
皇
も
浸
か
っ
た
と

い
わ
れ
る
温
泉
な
ど
見
ど
こ

ろ
が
満
載
で
す
。
お
食
事
を

楽
し
ん
だ
後
は
、
館
内
の
散

策
や
温
泉
に
浸
か
り
、
歴
史

に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

北
投
公
園
の
中
心
部
に
位

置
す
る
北
投
温
泉
博
物
館

も
ま
た
、
日
本
植
民
地
時
代

に
建
て
ら
れ
た
建
築
物
で

す
。
こ
の
壮
大
な
建
物
は

1
9
1
3
年
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
当
時
は
ア
ジ
ア
最

大
の
大
浴
場
で
し
た
。
日
本

の
統
治
が
終
わ
っ
て
か
ら
は

長
ら
く
放
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
1
9
9
8
年
に
博
物

館
へ
と
改
装
。
現
在
で
は
、

北
投
の
有
名
な
公
園
を
彩
る

見
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
じ
く
公
園
内

に
あ
る
台
北
市
立
図
書
館
北

投
分
館
は
、
グ
リ
ー
ン
ル
ー

フ
と
雨
水
循
環
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
た
、
ア
ジ
ア
の
中
で

も
非
常
に
エ
コ
な
図
書
館
の

一
つ
で
す
。

こ
の
地
域
の
歴
史
を
語
る

上
で
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の

が
、
北
投
中
心
新
村
で
す
。

元
々
は
負
傷
兵
を
収
容
す
る

医
療
施
設
と
し
て
日
本
時
代

に
建
設
さ
れ
、
そ
の
後
は
国

民
政
府
に
よ
っ
て
退
役
軍
人

向
け
の
住
居
に
改
装
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
博
物
館
や
画

廊
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
サ
ロ
ン
と
い
っ
た
文

化
的
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。
文
化
的
、
芸

術
的
な
雰
囲
気
が
楽
し
め
る

だ
け
で
な
く
、
異
な
る
時
代

に
建
て
ら
れ
た
住
居
、
こ
の

村
に
残
る
温
泉
な
ど
歴
史
的

な
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
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温
泉北

投
は
地
下
鉄
の
駅
を
出

た
瞬
間
な
ど
、
外
に
出
た
瞬

間
に
強
い
硫
黄
臭
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
周
囲
に

個
室
風
呂
付
き
の
高
級
ホ
テ

ル
や
足
湯
な
ど
が
あ
る
た
め

で
、
北
投
の
特
徴
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

お
手
軽
に
入
浴
を
す
る
な

ら
北
投
公
園
の
温
泉
が
オ
ス

ス
メ
で
す
。
こ
こ
は
公
園
の

中
心
に
あ
る
露
天
風
呂
で
、

地
域
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
感
じ

ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
水
着
を
着
用

し
て
入
る
男
女
混
合
の
プ
ー

ル
は
、
現
地
の
人
た
ち
の
間

で
非
常
に
人
気
。
浴
槽
が
丘

の
上
に
交
互
に
並
び
、
最
上

段
に
あ
る
も
の
が
最
も
熱
く
、

水
質
も
キ
レ
イ
で
す
。
た
っ

た
60
元
の
入
場
料
で
現
地
の

人
と
の
交
流
が
で
き
ま
す
。

足
湯
だ
け
で
十
分
と
い
う

方
は
、
他
の
公
園
に
行
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
特
に
人
気
が

あ
る
の
は
復
興
公
園
の
足
湯

で
、
す
ぐ
そ
ば
に
は
飲
食
店

も
並
ん
で
い
ま
す
。
作
法
は

日
本
と
変
わ
ら
ず
、
靴
を
脱

い
で
ズ
ボ
ン
の
裾
を
た
く
し

上
げ
て
、
お
湯
に
足
を
浸
す

だ
け
で
す
。

そ
の
他
に
も
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
様
々
な
選
択
肢
が
あ

り
ま
す
。
高
級
感
あ
ふ
れ
る

浴
場
を
求
め
る
な
ら
新
北
投

車
站
の
向
か
い
に
あ
る
山
楽

温
泉
、
豪
華
な
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
が
希
望
で
あ
れ
ば
三
二

行
館
な
ど
で
す
。
昔
な
が
ら

の
浴
場
に
浸
か
り
た
い
方
は

陽
明
山
国
家
公
園
の
堺
に
あ

る
皇
池
温
泉
御
膳
館
、
川
湯

会
館
へ
立
ち
寄
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
入
浴
が
済
ん
だ
後
は
、

蟹
粥
を
は
じ
め
と
す
る
郷
土

料
理
を
堪
能
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

08

08. 無料で利用できる復興公園の足湯は訪
れる人たちの心身を癒やしてくれます。
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絶
品
料
理

自
然
の
美

レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
長
い
歴
史
を
持
つ
北
投
で

育
ま
れ
た
食
文
化
は
、
ど
ん

な
食
通
も
満
足
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
特
に
お
酒
に
も
合

う
宴
会
料
理
が
有
名
で
、
ミ

シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
蓬
萊
餐
庁
は
一

見
の
価
値
あ
り
。
特
に
豆
腐

巻
き
や
豚
肉
の
唐
揚
げ
は
外

北
投
の
周
辺
は
自
然
が
非

常
に
豊
か
で
す
。
北
投
公
園

の
最
奥
に
あ
る
地
熱
谷
は
、

青
々
と
し
た
山
々
を
背
景
に
、

紺
碧
の
お
湯
が
ブ
ク
ブ
ク
と

泡
立
ち
、
蒸
気
を
吹
く
、
な

ん
と
も
神
秘
的
な
と
こ
ろ
で

す
。
街
の
反
対
側
に
は
、
色

と
り
ど
り
の
花
が
咲
く
こ
と

で
有
名
な
北
投
社
三
層
崎
公

園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
シ

ロ
タ
エ
ギ
ク
、
ワ
ッ
ク
ス
ベ

ゴ
ニ
ア
な
ど
の
花
々
が
帯
状

せ
ま
せ
ん
。

日
本
時
代
の
北
投
の
姿
を

思
わ
せ
る
特
徴
と
し
て
、
趣

の
あ
る
居
酒
屋
が
点
在
し
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

中
で
も
蔦
燒
日
式
居
酒
屋
は
、

串
焼
き
や
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
キ

ン
キ
ン
に
冷
え
た
生
ビ
ー
ル

が
楽
し
め
る
お
店
で
す
。 

一
軒
だ
け
で
は
物
足
り
な

い
と
い
う
方
は
、
北
投
市
場

や
、
そ
の
周
辺
に
あ
る
レ
ス

に
斜
面
を
飾
り
、
ど
の
角
度

か
ら
見
て
も
う
っ
と
り
す
る

よ
う
な
風
景
を
作
り
上
げ
て

い
ま
す
。

他
に
も
硫
黄
谷
は
、
噴
気

孔
が
泡
立
ち
、
間
欠
泉
が
蒸

気
や
湯
気
を
吹
く
場
所
で
あ

り
、
北
投
に
お
け
る
硫
黄
採

掘
産
業
の
名
残
に
触
れ
ら
れ

ま
す
。
北
投
は
公
共
レ
ン
タ

ル
自
転
車
の
「YouBike

」
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
気
軽
に
こ
う
し
た
名

所
を
回
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
活

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ト
ラ
ン
や
商
店
を
回
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
こ
の
界
隈
で
は
、

阿
宗
蚵
仔
煎
の
カ
キ
料
理
が

注
目
さ
れ
て
い
て
、
フ
ラ
イ

パ
ン
で
サ
ク
サ
ク
に
仕
上
げ

た
牡
蠣
オ
ム
レ
ツ
は
絶
品
。

行
列
に
並
ぶ
の
も
い
と
わ
な

い
人
は
、
矮
仔
財
の
ル
ー
ロ

ー
飯
も
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
食
後
に
は
高
記
茶
莊
で

種
類
豊
富
な
お
茶
を
い
た
だ

き
ま
し
ょ
う
。

09

10

09. 北投市場は有名なルーロー飯 などの美味しい料理で溢れ
ています。
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宿
泊
施
設

北
投
公
園
や
そ
の
周
辺
に

は
、
高
級
な
も
の
か
ら
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
も
の
ま
で
様
々

な
温
泉
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
ん

で
い
ま
す
。
中
で
も
ホ
テ
ル

ロ
イ
ヤ
ル
北
投
は
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
の
高
い
宿
泊
施
設

と
し
て
有
名
で
す
。
ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
認
証
を

受
け
た
こ
の
ホ
テ
ル
は
、
台

北
市
北
投
健
康
管
理
医
院
と

提
携
し
、
宿
泊
と
病
院
で
の

健
康
診
断
を
セ
ッ
ト
に
し
た

プ
ラ
ン
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
温
泉
付
き
の
客
室
や
栄

養
士
が
考
案
し
た
健
康
的
な

料
理
、
快
適
な
施
設
設
備
が

利
用
で
き
ま
す
。
他
に
も
医

療
の
専
門
家
と
協
力
し
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

の
で
、
休
養
を
し
た
い
方
に

最
適
で
す
。

11

12

13

10. 春の北投社三層崎公園は山の斜面に色とりどりの花が咲
いています。( 写真 / 台北市政府工務局公園路灯工程管理処 )

11-13. ホテルロイヤル北投では病院と提携し、湯治と健康診
断を組み合わせたプランを作り出しました。( 写真 / 右：ホテ
ルロイヤル北投；上＆下：台北市北投健康管理医院 ) 
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台北にある河畔の魅力

地図で見た台北は山に囲まれているように見えますが、実は水に囲まれた街でもあります。台北
には淡水河と基隆河という 2 本の大きな川が流れていて、都市の大部分がこの川に面しています。
この 2 本の川は、17 世紀にはスペイン人による侵略へとつながりましたが、後に中国人が移住を始
めると水路を使った物資の運搬に利用され、地域に繁栄をもたらしました。これらの川は今日に至
るまで、繁栄を極めた台北の商業の歴史と原住民の文化遺産が脈々と受け継がれています。この記
事ではこれらの川の周囲にあるおすすめのスポットを紹介していきます。

01

淡
水
河

全
長
が
1
5
0
k
m
を
超

え
る
淡
水
河
は
、
台
湾
で
3

番
目
に
長
い
川
で
あ
り
、
が

え
台
北
の
歴
史
的
ス
ポ
ッ
ト

を
ほ
ぼ
全
て
通
過
し
ま
す
。

西
門
北
部
の
広
い
水
路
は
新

北
市
を
一
望
で
き
、
夕
日
を

鑑
賞
す
る
の
に
最
適
で
す
。

そ
の
他
に
も
河
畔
や
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
レ
ン
タ
ル
バ

イ
ク
を
活
用
す
れ
ば
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
自
由
に
行

き
来
で
き
ま
す
。
台
北
の
中

心
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
を
北
上
す
れ
ば
、
小
さ
な

寺
廟
や
庭
園
を
通
過
し
つ
つ

社
子
島
島
頭
公
園
へ
到
達
し

ま
す
。

01. 台北市内を流れる淡水河は、この街
に絶えず活力を注ぎ続けています。
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02

03

大
稲
埕
埠
頭

大
稲
埕
埠
頭
は
地
元
の
人

た
ち
が
散
歩
に
利
用
す
る
場

所
で
、
周
囲
に
は
、
歴
史
あ

る
場
所
や
小
菜
と
い
う
軽
食

を
販
売
す
る
お
店
が
多
く
あ

り
ま
す
。
現
在
は
商
業
と
文

化
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ

の
地
域
で
す
が
、
大
き
な
発

展
を
始
め
た
の
は
17
世
紀
頃

の
清
朝
時
代
で
す
。
大
稲
埕

は
当
時
盛
ん
だ
っ
た
お
茶
の

交
易
の
要
所
で
、
そ
こ
で
得

た
富
が
こ
の
地
域
の
建
設
ラ

ッ
シ
ュ
を
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。
現
在
で
も
こ
の
時
期
に

建
て
ら
れ
た
精
巧
な
赤
レ
ン

ガ
の
建
築
物
が
良
好
な
状
態

の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
稲
埕
の
埠
頭
に
は

「PIER5

」
と
い
う
コ
ン
テ
ナ

を
改
造
し
た
バ
ー
や
屋
台
が

集
ま
っ
て
い
る
エ
リ
ア
が
あ

り
ま
す
。
午
後
に
は
こ
こ
で

食
事
を
し
た
り
、
夕
暮
れ
時

に
は
コ
ン
テ
ナ
の
2
階
か
ら

川
を
眺
め
な
が
ら
、
地
元
産

の
各
種
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を

飲
ん
だ
り
と
い
ろ
い
ろ
な
楽

し
み
方
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。
も
う
少
し
ハ
イ
グ
レ

ー
ド
な
体
験
を
す
る
な
ら
サ

ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
が
可
能

な
「
大
河
之
恋
皇
后
号
」
と

い
う
フ
ェ
リ
ー
で
の
デ
ィ
ナ

ー
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。
こ
の

ク
ル
ー
ズ
船
は
北
部
に
あ
る

関
渡
ま
で
行
く
の
で
、
そ
こ

か
ら
観
音
山
の
素
晴
ら
し
い

夕
日
を
眺
め
ま
し
ょ
う
。

02. 大稲埕埠頭ではかつてのような運搬船ではなく、
風光明媚なクルーズを提供しています。

03. 大稲埕埠頭の近くにあるコンテナを改良したお
店が多数あり、食事や談笑が楽しめます。

お酒は適量を
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関
渡
埠
頭

関
渡
埠
頭
は
基
隆
河
と
淡

水
河
の
合
流
地
点
に
あ
り
、

台
北
の
歴
史
と
も
密
接
に
関

連
し
て
い
ま
す
。
清
朝
時
代

に
は
台
北
の
貿
易
港
と
し
て

栄
え
、
中
国
か
ら
の
移
住
者

が
台
湾
北
部
へ
や
っ
て
く
る

際
の
主
要
な
拠
点
で
し
た
。

20
世
紀
に
な
る
と
こ
の
辺

り
の
商
業
は
衰
退
し
ま
し
た

が
、
近
年
で
は
風
通
し
の
よ

い
緑
地
と
し
て
復
元
さ
れ
、

現
在
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
人
た
ち

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
埠
頭

は
台
北
の
繁
華
街
が
眺
め
ら

れ
る
ほ
か
、
観
光
客
に
も
人

気
の
関
渡
宮
が
あ
り
ま
す
。

1
7
1
2
年
に
建
て
ら
れ
た

こ
の
華
や
か
な
建
物
は
、
海

を
守
る
女
神
の
媽
祖
を
祀
る

施
設
で
あ
り
、
台
湾
を
代
表

す
る
重
要
な
寺
廟
の
一
つ
で

す
。
関
渡
の
名
物
料
理
は
鹹

蛋
（
シ
エ
ン
ダ
ン
）
と
呼
ば

れ
る
塩
漬
け
に
し
た
ア
ヒ
ル

の
卵
で
、
関
渡
宮
の
す
ぐ
そ

ば
に
あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
お

04

05

店
が
人
気
で
す
。

関
渡
宮
の
南
側
、
基
隆
河

畔
に
は
約
57
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

野
鳥
保
護
用
湿
地
が
広
が
り
、

2
3
0
種
以
上
の
鳥
類
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
近
隣
に
あ

る
関
渡
自
然
公
園
は
、
水
田

や
湿
地
、
雑
木
林
が
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
の
よ
う
に
広
が
る
エ

リ
ア
で
、
お
子
様
連
れ
で
の

散
策
に
も
最
適
で
す
。
ま
た
、

埠
頭
か
ら
南
に
向
か
っ
て
伸

び
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

に
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
や
小

さ
な
カ
フ
ェ
が
あ
る
の
で
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
つ
い
で
に

立
ち
寄
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

04. 河口付近にある関渡宮
は、長い間この地を守り続
け て い ま す。 ( 写 真 /Ken 
Marshall )

05. 最近リニューアルされ
た関渡埠頭は、河畔をのん
びり散歩するのに最適な場
所です。
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基
隆
河

大
佳
埠
頭

美
堤
埠
頭

錫
口
埠
頭

基
隆
河
は
台
北
市
北
部
を

横
切
る
よ
う
に
流
れ
て
お
り
、

内
湖
区
と
士
林
区
の
南
の
境

界
線
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
川
は
6
月
下
旬
に
開
催

さ
れ
る
台
北
国
際
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ト
選
手
権
大
会
の
会
場

と
し
て
有
名
で
す
。
そ
れ
以

外
の
期
間
は
河
畔
沿
い
に
あ

る
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
や

子
供
用
の
運
動
場
、
台
湾
で

唯
一
の
公
式
ク
リ
ケ
ッ
ト
場

な
ど
様
々
な
用
途
で
使
用
さ

れ
ま
す
。

大
佳
埠
頭
は
、
春
の
終
わ
り

に
な
る
と
カ
ヤ
ッ
ク
や
ド
ラ
ゴ

ン
ボ
ー
ト
の
練
習
が
行
わ
れ
、

夏
に
は
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て

賑
わ
い
ま
す
。
子
供
用
の
遊
具

や
。
75
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で

噴
き
出
す
間
欠
泉
な
ど
も
あ
る

の
で
お
子
様
連
れ
の
方
に
お
す

す
め
の
エ
リ
ア
で
す
。

ま
た
、
台
北
松
山
空
港
の
滑

走
路
に
も
面
し
て
い
て
、
飛
行

機
の
離
着
陸
の
様
子
を
カ
メ
ラ

大
佳
と
い
う
地
域
の
基
隆

川
を
挟
ん
だ
北
側
に
あ
る
エ

リ
ア
は
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
の
美
麗
華
な
ど
商

業
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
基
隆
河
沿
い
の
エ
リ

ア
で
は
最
も
穏
や
か
な
場
所

で
す
。
周
囲
に
あ
る
公
園
は

大
佳
よ
り
さ
ら
に
上
流
に

あ
る
錫
口
埠
頭
は
、
松
山
駅

近
く
に
あ
る
カ
ラ
フ
ル
な
建

に
収
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

公
園
の
西
側
に
あ
る
林
安
泰
古

厝
は
、
19
世
紀
に
建
て
ら
れ
た

閩
南
式
の
豪
華
な
邸
宅
で
、
広

い
庭
園
、
月
亮
門
、
の
ど
か
な

蓮
池
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

06

07

08

ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
サ
イ
ク
リ
ン

グ
な
ど
、
ア
ウ
ト
ド
ア
に
最

適
な
広
さ
が
あ
り
、
遠
方
に

は
台
北
1
0
1
が
見
え
ま

す
。
川
辺
に
あ
る
碼
頭
乾
杯

は
、
ビ
ー
チ
を
テ
ー
マ
に
し

た
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で

あ
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー

テ
ィ
ー
や
リ
バ
ー
サ
イ
ド
イ

ベ
ン
ト
用
の
ヨ
ッ
ト
の
貸
し

出
し
を
し
て
い
ま
す
。

物
や
彩
虹
橋
が
美
し
い
場
所

で
す
。
「
錫
口
」
は
「
小
川

の
河
口
」
を
意
味
し
て
い
て
、

清
朝
時
代
に
は
松
山
地
区
全

体
を
指
す
名
前
で
し
た
。
近

隣
に
は
美
し
い
松
山
慈
祐
宮

が
あ
る
ほ
か
、
多
く
の
外
国

人
が
訪
れ
る
饒
河
夜
市
も
あ

り
ま
す
。
埠
頭
に
平
行
し

て
伸
び
る
こ
の
夜
市
は
、

1
0
0
m
ほ
ど
の
中
に
グ
ル

メ
や
地
元
の
お
土
産
を
販
売

す
る
お
店
が
立
ち
並
ん
で
い

ま
す
。

06. 緑豊かで広々とした大佳河濱公園には、スポーツやサイクリ
ング、ランニング、ウォータースポーツなどを楽しむ人たちが訪
れます。

07. 錫口埠頭の周辺は基隆河の開発によって大きな発展を遂げま
した。

08. 饒河夜市と松山慈祐宮は、松山地区の発展に大きく関係して
いる場所です。



CITY SCENE

25 24TAIPEI SPRING 2022

文：Catherine Shih　編集：下山敬之 　 
写真：北投区農会、台北市政府工務局水利工程処、台北市政府工務局大地工程処

かつてアメリカのジョンソン大統領夫人であるレディ ‧ バード ‧ ジョンソンは、「花が咲く場所に
は希望も咲く」という名言を残しました。台北には数多くの花が無数に咲き乱れますが、そうした
美しい光景は人々に希望をもたらします。自然が豊かな盆地に位置する台北は、毎年春になるとピ
ンク色の桜やツツジ、さらにはゴージャスな紫色の花が咲き、観光客や現地の人たちを楽しませて
くれます。

今回は、比較的珍しい紫色の花が咲く台北の景勝地を 3 か所厳選しました。早春の鮮やかなスミ
レやアジサイから、晩春に咲くムラサキクンシランやラベンダーなどが鑑賞できるので、ぜひこの
時期限定の景色を堪能してみてください。

01

台北に咲く紫色の花
春の花を求めて
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古亭河浜公園

台
湾
映
画
の
歴
史

(

テ
ィ
ザ
ー
動
画)

01. 春の訪れを表すピンクと紫の色彩が台北にロマンチックな雰
囲気をもたらします。

02-03. 古亭河浜公園に広がる紫色の花の海は、非常に見ごたえ
のある台北のお花見スポットです。

02

03

台
北
の
花
見
ス
ポ
ッ
ト
は

郊
外
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
方

も
多
い
で
す
が
、
実
は
、
花

を
楽
し
む
秘
密
の
ス
ポ
ッ
ト

は
台
北
の
中
心
部
に
あ
り
、

通
常
は
1
月
中
旬
か
ら
3
月

中
旬
ま
で
が
見
頃
で
す
。
永

福
橋
か
ら
比
較
的
近
い
場

所
に
あ
る
古
亭
河
浜
公
園
は

32
万
本
以
上
の
花
や
植
物
が

キ
レ
イ
に
並
び
ま
す
。
そ
の

面
積
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト

23.9

面
分
に
も
な
り
、
一
見

す
る
と
果
て
し
な
く
続
く
花

の
海
の
よ
う
で
す
。
こ
の
公

園
で
は
春
だ
け
で
な
く
、
各

季
節
の
花
が
植
え
ら
れ
、
観

光
客
や
地
元
の
人
た
ち
を
楽

し
ま
せ
ま
す
。
特
に
春
は
ス

ミ
レ
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
い
っ

た
紫
色
の
花
が
鑑
賞
で
き
る

の
が
特
徴
で
す
。　

独
特
の
香
り
で
知
ら
れ
る

ス
ミ
レ
は
、
サ
イ
ズ
が
小
さ

く
、
花
び
ら
は
ハ
ー
ト
型
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
が

紫
色
で
葉
の
形
が
鳥
の
羽
根

の
よ
う
な
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
並

ぶ
こ
と
で
、
他
の
お
花
見
ス

ポ
ッ
ト
と
は
異
な
る
美
し
い

景
色
を
作
り
上
げ
ま
す
。
美

し
い
自
然
だ
け
で
な
く
、
こ

こ
に
は
空
間
全
体
を
作
品
に

し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

作
品
の
「The Love Arch

」

と
「SW

EET-KISS

」
が
あ
り

ま
す
。

ア
ク
セ
ス
も
非
常
に
簡
単

で
す
し
、
祝
日
や
週
末
も
一

般
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

お
好
き
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
訪

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
特
に

オ
ス
ス
メ
の
時
期
は
花
が
満

開
に
な
る
3
月
で
す
。

紫色の花の海
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04-05. 色彩豊かなアジサイの花が竹子湖
を幻想的な色へと染め上げます。( 写真 /
北投区農会 ）

04

05

陽
明
山
国
立
公
園
の
中
心

部
に
位
置
す
る
竹
子
湖
は
標

高
6
7
0
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
あ
り
、
台
北
盆
地
を
見
下

ろ
す
七
星
山
な
ど
の
高
地
に

囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は

遥
か
昔
に
発
生
し
た
火
山
爆

発
に
よ
っ
て
盆
地
が
形
成
さ

れ
、
現
在
の
湿
地
帯
と
な
り

ま
し
た
。
竹
林
に
覆
わ
れ
た

こ
の
地
域
は
、
竹
を
意
味
す

る
「
竹
子
」
に
台
湾
語
で
泥

だ
ら
け
の
地
を
意
味
す
る｢

湖
」
を
加
え
て
「
竹
子
湖
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
酸
性
土
壌
と
竹
子

湖
の
肌
寒
い
気
候
は
、
花
が

育
つ
際
に
理
想
的
な
環
境
で

す
。
5
月
下
旬
を
迎
え
る
頃

に
は
春
先
に
咲
い
た
オ
ラ
ン

ダ
カ
イ
ウ
が
影
を
潜
め
、
一

帯
が
ア
ジ
サ
イ
の
紫
色
に
包

ま
れ
始
め
ま
す
。
春
の
終
わ

り
に
は
、
ア
ジ
サ
イ
が
幾
重

に
も
重
な
り
合
う
幻
想
的
な

光
景
を
作
り
出
し
ま
す
。

竹
子
湖
に
は
、
7
～
8
種

類
の
ア
ジ
サ
イ
が
植
え
ら
れ

て
お
り
、
白
色
や
赤
ピ
ン
ク
、

ピ
ン
ク
、
赤
紫
、
水
色
、
コ

バ
ル
ト
ブ
ル
ー
な
ど
様
々
な

色
の
花
を
つ
け
ま
す
。
ま
た
、

園
内
に
は
色
彩
豊
か
な
プ
ル

メ
リ
ア
も
点
在
し
て
お
り
、

ア
ジ
サ
イ
と
同
じ
よ
う
に
絶

え
ず
色
合
い
が
変
化
す
る
こ

と
か
ら
、
写
真
撮
影
に
も
最

適
で
す
。

竹子湖

春のアジサイ祭り
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内双渓自然中心

06-07. 愛情を意味する紫色の花が内双渓自然中心の中に咲き乱
れます。( 写真 / 台北市政府工務局大地工程処 )

06

07

花
々
は
気
温
の
上
昇
と
と

も
に
種
と
い
う
殻
を
脱
ぎ
捨

て
、
青
紫
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
身

に
ま
と
い
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
台
北

最
大
の
森
林
自
然
公
園
「
内

双
渓
自
然
中
心
」
で
は
、
5

月
に
な
る
と
種
類
豊
富
な

花
々
が
そ
の
美
し
い
姿
を
表

し
ま
す
。
中
で
も
特
に
人
気

が
高
い
の
が
ム
ラ
サ
キ
ク
ン

シ
ラ
ン
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
。
ム

ラ
サ
キ
ク
ン
シ
ラ
ン
（
紫
君

子
蘭
）
は
、
鮮
や
か
な
青
紫

色
の
房
に
、
長
い
も
の
だ
と

茎
の
長
さ
が
1.2
メ
ー
ト
ル
に

も
な
る
堂
々
と
し
た
姿
の
花

で
す
。
こ
の
花
が
醸
し
出
す

不
思
議
な
雰
囲
気
は
、
ま
さ

に 

「Love is in the air

（
恋

の
予
感
）
」
と
い
う
言
葉
が

ピ
ッ
タ
リ
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は

芳
香
剤
で
も
お
な
じ
み
で
す

が
、
温
か
み
の
あ
る
香
り
を

も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
紫

色
の
可
愛
ら
し
い
花
を
つ
け

る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
カ
ー
ペ
ッ

ト
と
、
そ
こ
に
広
が
る
柔
ら

か
な
空
気
を
ぜ
ひ
感
じ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
然
中
心
で
の
見

頃
の
ピ
ー
ク
は
、
ち
ょ
う
ど

鮮やかなムラサキクンシラン

母
の
日
と
も
重
な
る
の
で
、

こ
の
特
別
な
場
所
に
親
子
で

訪
れ
て
、
日
頃
の
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
る
の
も
オ
ス
ス

メ
で
す
。
他
に
も
、
種
の
持

ち
帰
り
や
乾
燥
ラ
ベ
ン
ダ
ー

を
使
っ
た
サ
シ
ェ
（
香
り
袋
）

の
手
作
り
体
験
と
い
っ
た
イ

ベ
ン
ト
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

も
多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
の

で
家
族
連
れ
は
も
ち
ろ
ん
、

お
友
達
や
カ
ッ
プ
ル
で
も
楽

し
め
ま
す
。
色
鮮
や
か
な
花

を
鑑
賞
し
つ
つ
、
心
か
ら
羽

根
を
伸
ば
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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写真 / Samil Kuo 
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水面に映し出されたきらびやかなネオンが色鮮やかな台北の夜を引き立てます。

＠松山彩虹橋
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CULTURE & LIFESTYLE

01

毎 年 開 催 さ れ る 台 北 最 大 の 宗 教 行 事
「保生文化祭」は、花火が上がり、華やか

な雰囲気に包まれます。このイベントが
行われる大同区の大龍峒保安宮は台湾で
唯一、ユネスコのアジア太平洋遺産賞を
受賞している文化遺産です。

 このお祭りで最も目を引く光景が獅子
舞による演舞です。この演舞を担当する
のは 200 年以上前に誕生した国際的な獅
子舞団の「大龍峒金獅団」です。彼らの
拠点は哈密街という短い通りの端にある
小さな和安宮で、周囲には保安宮の近隣
に建ち並ぶ伝統的なお店が軒を連ねてい
ます。

 中国には、「昔はどの村にもその地を
守る獅子がいた」という格言があります。
これは、至るところにあった獅子舞団が、
拠点とする地を守っていることを意味し
ています。中国における獅子はこの世と
あの世の邪悪なものを追い払う存在です。
かつての獅子舞団のメンバーは圧倒的に
民兵が多く、鍛え上げた武術を演舞に織
り交ぜていました。

金獅団は大龍峒が中華帝国として栄え
ていた時代から、この地域を守ってきま
した。現在では、台北市政府から「台北
市伝統芸術芸師奨」を授与され、貴重な
文化財として認知されています。

文：Rick Charette　編集：下山敬之 　 
写真：Samil Kuo、大龍峒金獅団

大龍峒金獅団
現代の文化遺産

01. 耳のない獅子は大龍峒金獅団独自の特徴です。
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CULTURE & LIFESTYLE

文
化
遺
産
を
後
世
へ

02. モノクロ写真には、金獅団が 1950 年代にアメリカ軍に向
けてパフォーマンスを行った記録が残っています。

03. 金獅団は武芸、宗教、文化が組み合わさった獅子舞の伝
統芸能が、今後も受け継がれていくことを願っています。（ 写
真 / 大龍峒金獅団 ）

04. 和安宮は金獅団の拠点であり、大龍峒地区で最も古い土
地神を祀る寺廟でもあります。

05. 李世澤氏は獅子舞の伝統芸能を積極的に広めています。

李
世
澤
（
リ
ー
‧
シ
ー
ザ

ー
）
氏
は
、
金
獅
団
を
正
式
に

統
括
す
る
非
営
利
財
団
の
総
責

任
者
で
す
。
李
氏
の
一
族
は
、

何
代
に
も
わ
た
っ
て
金
獅
子
集

団
の
運
営
に
深
く
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
「
当
獅
子
舞
団
は
台

湾
で
最
初
に
結
成
さ
れ
た
グ
ル

ー
プ
で
、
台
北
に
わ
ず
か
に
残

っ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
す
」

と
李
氏
は
述
べ
ま
す
。

台
湾
北
部
の
獅
子
舞
団
は

「
老
獅
祖
」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の

獅
子
舞
団
に
そ
の
技
を
伝
え
て

い
ま
す
。
寺
廟
の
祭
礼
や
主
要

な
伝
統
文
化
の
祭
典
で
主
役
を

務
め
る
な
ど
、
そ
の
地
位
の
高

さ
は
折
り
紙
付
き
で
す
。

現
在
、
金
獅
団
は
主
に
3
つ

の
方
法
で
獅
子
舞
の
文
化
を
後

02

03

04
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世
へ
残
す
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
1
つ
目
が
「
生
き
残

る
た
め
の
人
材
の
確
保
」
で
あ

る
と
李
氏
は
言
い
ま
す
。
先
進

国
に
お
け
る
伝
統
芸
能
や
工
芸

技
術
は
、
現
代
的
な
文
化
に
関

心
を
寄
せ
る
若
い
世
代
の
人
材

確
保
を
ど
う
す
る
か
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
李
氏
は
、
国
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う

指
導
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
認
知

度
を
高
め
て
い
ま
す
。
2
つ
目

は
、
公
演
を
教
育
的
な
も
の
に

変
え
、
現
代
人
に
伝
統
芸
能
を

理
解
す
る
た
め
の
基
礎
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
公
演
の
際
は
、
進
行
に

合
わ
せ
て
解
説
を
入
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
3
つ
目
は
、

他
の
獅
子
舞
団
と
協
力
し
て
、

そ
の
知
識
を
直
接
伝
え
る
こ
と

で
す
。

中
で
も
文
化
遺
産
の
保
存
と

普
及
に
大
き
く
影
響
し
た
の

は
、
中
国
文
化
大
学
の
コ
ン
バ

ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
‧
中
国
武
術
学

部
と
正
式
に
提
携
し
た
こ
と
で

す
。
プ
ロ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と

で
、
演
舞
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
や
武
芸
に
磨
き
を
か
け
、
さ

ら
に
体
系
化
さ
れ
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

提
携
に
よ
っ
て
、
金
獅
団
の
知

識
は
す
べ
て
大
学
に
受
け
継
が

れ
、
台
湾
だ
け
で
な
く
海
外
の

人
材
に
、
そ
の
文
化
と
伝
統
、

技
術
を
広
め
る
た
め
の
正
式
な

拠
点
が
で
き
た
の
で
す
。

李
氏
は
現
在
、
大
学
で
講
師

を
務
め
て
い
ま
す
。
そ
の
繋
が

り
も
あ
り
、
人
数
が
多
く
必
要

で
、
さ
ら
に
長
時
間
に
及
ぶ
公

演
の
場
合
は
、
李
氏
の
教
え
子

た
ち
が
団
員
と
し
て
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
金
獅
団
の
公
演

は
最
長
で
90
分
に
も
及
び
ま
す

が
、
最
近
で
は
イ
ベ
ン
ト
の
主

催
者
側
か
ら
20
分
ほ
ど
「
ハ
イ

ラ
イ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
最
も
ア

ク
シ
ョ
ン
の
多
い
演
目
を
要
求

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で

す
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
は
最
低
30

人
必
要
で
、
金
獅
団
の
メ
ン
バ

ー
は
お
よ
そ
70
人
。
大
規
模
な

演
目
を
披
露
す
る
場
合
に
は
、

大
学
の
学
生
が
30
人
ほ
ど
ヘ
ル

プ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

05
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金
獅
団
の
公
演

の
特
徴

金
獅
団
は
「
耳
の
な
い
獅

子
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
1
8
0
0
年
代
後
半
に

中
国
湖
南
省
か
ら
2
人
の
獅

子
舞
の
師
範
が
大
龍
峒
を
訪

れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
金

獅
団
の
演
舞
は
武
芸
に
偏
り

す
ぎ
て
お
り
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ

ッ
ク
性
は
あ
る
が
、
湖
南
の

美
学
や
芸
術
性
が
欠
け
て
い

る
と
評
し
た
そ
う
で
す
。
そ

の
後
、
金
獅
団
は
芸
術
性
を

か
け
あ
わ
せ
た
指
導
を
受
け

ま
す
が
、
1
8
9
5
年
に
日

本
が
台
湾
を
統
治
す
る
と
師

範
た
ち
は
中
国
へ
帰
省
。
金

獅
団
は
大
龍
峒
―
湖
南
を
統

合
し
た
新
し
い
総
合
芸
術
を

受
け
入
れ
て
継
続
す
る
の
か
、

拒
否
し
て
元
の
ス
タ
イ
ル
に

戻
す
の
か
意
見
が
分
か
れ
ま

す
。
派
閥
の
対
立
に
よ
っ
て

練
習
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ

た
た
め
、
団
長
が
獅
子
舞
の

耳
を
す
べ
て
切
り
落
と
し
、

一
度
決
め
た
こ
と
は
他
人
の

意
見
に
振
り
回
さ
れ
ず
に
貫

く
べ
し
と
し
た
こ
と
が
「
耳

の
な
い
獅
子
」
の
由
来
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
ア
ク
ロ
バ
ッ

ト
と
芸
術
性
を
融
合
さ
せ
た

ス
タ
イ
ル
が
レ
パ
ー
ト
リ
ー

の
中
核
と
な
り
、
現
在
ま
で

続
い
て
い
ま
す
。

獅
子
舞
の
演
舞
の
方
法
は
、

主
に
獅
子
の
頭
の
位
置
に
よ

っ
て
「
上
路
獅
、
中
路
獅
、

下
路
獅
」
の
3
つ
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
金
獅
団
は
、
台
湾

で
は
数
少
な
い
「
高
頭
」
と

呼
ば
れ
る
獅
子
の
頭
を
高
く

持
ち
上
げ
る
技
を
常
時
行
い

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
台
湾
の

獅
子
舞
団
は
簡
単
と
い
う
理

由
で
「
低
頭
」
と
い
う
技
を

使
用
し
ま
す
。
「
高
頭
」
の

技
法
は
重
い
獅
子
の
頭
を
高

く
上
げ
、
腕
を
伸
ば
し
た
状

態
を
キ
ー
プ
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
疲

弊
し
て
し
ま
い
、
武
術
の
動

き
や
踊
り
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
李
氏
は
「
頭
を
下
げ

た
状
態
の
獅
子
は
守
り
が
に

弱
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
す
。
「
パ
フ
ォ
ー

06
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マ
ー
は
よ
り
ハ
ー
ド
な
練
習

を
長
く
行
い
、
完
璧
な
演
舞

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

獅
子
は
飛
び
回
る
際
や
激
し

い
動
き
を
す
る
時
で
も
、
決

し
て
頭
を
垂
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
頭
を
高
く
上
げ

続
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

金
獅
団
が
誰
に
対
し
て
も
頭

を
垂
れ
な
い
と
い
う
誇
り
を

示
す
意
味
合
い
も
含
ま
れ
て

い
る
の
で
す
」
︒

 

金
獅
団
の
特
徴
は
、
獅
子

の
頭
を
自
分
た
ち
で
作
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
他
の
獅
子

舞
団
は
、
年
々
数
が
減
っ
て

い
る
台
湾
の
職
人
た
ち
に
製

作
を
任
せ
て
い
ま
す
。
金
獅

団
が
使
用
す
る
獅
子
の
頭
部

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
耳
が

な
い
だ
け
で
な
く
他
に
も

様
々
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

李
氏
に
よ
る
と
、
「
獅
子
の

頭
に
は
金
色
の
小
さ
な
鏡
が

あ
り
、
こ
れ
は
北
斗
七
星
を

表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
悪
魔
や
冥
界
の
怨
霊
も

怖
じ
気
づ
く
の
で
す
」
。
ま

た
、
獅
子
の
鼻
は
真
っ
赤
に

塗
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

06. 獅子の頭の製作の詳細は、地域の歴史と信仰を現在へと伝えてく
れています。

07. 獅子の頭にはめ込まれた金色の鏡は、災いを避け吉兆を呼ぶ北斗
七星を表しています。

07

公
演
が
見
ら
れ
る

場
所

は
「
獅
子
の
王
」
の
証
で
あ

り
、
北
部
で
は
金
獅
団
だ
け

が
こ
れ
を
持
つ
資
格
を
有
し

て
い
ま
す
。

李
氏
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
何
度
も
見
に
来
て
い
る

人
た
ち
に
、
よ
り
公
演
が
楽

し
く
な
る
た
め
の
テ
ス
ト
を

行
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
本

拠
地
で
行
う
公
演
と
、
そ
れ

以
外
の
場
所
で
行
う
公
演
に

お
け
る
獅
子
の
頭
の
違
い
が

見
分
け
ら
れ
る
か
と
い
う
も

の
で
す
。
こ
の
答
え
は
「
獅

子
の
口
」
で
、
金
獅
団
は
本

拠
地
用
と
そ
れ
以
外
の
公
演

用
と
で
異
な
る
獅
子
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
本
拠
地
用
の

獅
子
の
口
は
、
歯
が
上
下
2

列
に
並
び
、
唇
が
ま
っ
す
ぐ

横
に
伸
び
た
穏
や
か
で
親
し

み
や
す
い
表
情
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
公
演
用
は
上

唇
が
反
り
上
が
っ
た
よ
う
な
、

す
ぼ
め
た
口
を
し
て
い
て
、

獰
猛
さ
が
よ
く
現
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
た
だ
、
李

氏
に
よ
れ
ば
「
本
拠
地
以
外

の
場
所
を
敵
地
と
見
な
し
て

怖
い
顔
に
し
た
わ
け
で
は
あ

金
獅
団
と
大
龍
峒
保
安
宮
は

中
華
帝
国
時
代
か
ら
親
密
な
関

係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

「
2
0
0
7
年
に
私
が
総
責
任

者
に
就
任
し
て
以
来
、
保
安
宮

は
新
し
い
舞
台
装
置
や
資
金
を

提
供
し
、
必
要
に
応
じ
て
金
獅

団
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
に

境
内
を
開
放
し
て
く
れ
ま
し

た
」
と
李
氏
は
語
り
ま
す
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
保
生
文
化

祭
で
は
、
金
獅
団
が
何
度
も
公

演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
神
輿
と
多
く
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
が
参
加
す
る
「
保
生
大
帝

聖
誕
巡
行
」
は
、
特
に
注
目
度

の
高
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
大
龍

峒
を
練
り
歩
く
巡
行
に
よ
っ

て
、
保
生
大
帝
が
地
域
の
平
和

と
祝
福
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、

金
獅
団
は
こ
の
巡
行
に
加
わ

り
、
演
舞
に
よ
っ
て
邪
悪
な
も

の
を
追
い
払
い
ま
す
。

火
渡
り
の
儀
式
が
行
わ
れ
る

際
に
は
式
は
、
金
獅
団
が
最
初

に
寺
廟
の
前
で
獅
子
の
頭
や
武

器
な
ど
を
振
り
回
し
な
が
ら
、

石
炭
が
燃
え
盛
る
長
い
道
を
清

め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
「
艋
舺
青
山

宮
」
と
「
台
北
霞
海
城
隍
廟
」

の
2
つ
の
寺
廟
の
巡
行
に
参
加

を
し
て
い
ま
す
し
、
そ
の
他
の

国
内
の
催
事
や
政
府
主
催
の
主

要
な
文
化
祭
で
演
舞
を
披
露
し

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
実
際
に
そ

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
体
感
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

大龍峒金獅団の演舞▶

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
本
拠
地

で
あ
る
大
龍
峒
の
方
が
安
心

で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

だ
け
で
す
」
。



37 36TAIPEI SPRING 2022

CULTURE & LIFESTYLE

文：AYCC　編集：下山敬之 　写真：Taiwan Scene

台北に息づく閩南式建築の精神

赤は一般的に熱意や積極性を象徴する色です。台北においては伝統的な閩南式（びんなんしき）
建築のシンボルである赤レンガの色であり、現地の人たちにとっては過去の懐かしい記憶を呼び起
こす色となっています。こうした伝統の建築物は台北の町並みの変遷を記録し、世代を超えて現在
へと残り続けています。

ここでは台北にある 3 つのレンガ造りの建造物を紹介していきますので、伝統的な閩南式建築文
化を学びつつ、近代都市に残るノスタルジックな風景を体験する旅に出かけましょう。

01

建
物
は
よ
り
貴
重
で
特
別
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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閩
南
式
建
築
の

起
源

閩
南
式
建
築
の

特
徴

閩
南
式
建
築
は
、
中
国
南

東
部
の
福
建
省
を
起
源
と
す

る
建
築
様
式
で
、
「
福
建
建

築
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

1
6
8
4
年
に
台
湾
が
清
朝

に
併
合
さ
れ
る
と
、
中
国
南

東
部
沿
岸
の
人
々
が
新
生
活

を
求
め
て
台
湾
に
移
住
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
福
建
文

化
が
徐
々
に
台
湾
各
地
に
根

付
き
、
現
地
の
主
流
文
化
と

な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
人
々

の
定
住
が
さ
れ
た
後
に
、
建

築
様
式
を
含
む
街
並
み
が
「
閩

南
化
」
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
清
朝
に
よ
る
植

民
地
化
が
さ
れ
た
後
、
台
湾

は
日
本
、
国
民
政
府
の
統
治

を
相
次
い
で
受
け
、
福
建
式

建
築
物
の
多
く
は
破
壊
さ
れ

た
り
、
取
り
壊
さ
れ
た
り
し

ま
し
た
。
特
に
首
都
圏
で
は
、

都
市
開
発
の
た
め
に
大
量
の

土
地
が
政
府
に
収
用
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で

は
閩
南
式
建
物
が
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
お
ら
ず
、
現
存
す
る

閩
南
式
建
築
の
特
徴
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
日
干
し
レ

ン
ガ
、
そ
し
て
赤
レ
ン
ガ
で

す
。
建
物
の
構
造
基
盤
は
木

造
で
あ
り
、
瓦
葺
き
の
屋
根

や
木
製
の
扉
、
窓
が
つ
い
て

い
ま
す
。

加
え
て
、
屋
根
の
先
端
が

上
向
き
に
カ
ー
ブ
し
て
い
る

点
も
福
建
式
建
築
に
見
ら
れ

る
特
徴
で
、
中
央
は
平
ら
で

あ
る
の
に
対
し
、
左
右
の
端

が
少
し
反
り
返
っ
て
い
る
の

が
一
般
的
で
す
。

閩
南
式
建
築
は
対
称
性
に

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
建
て

ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
中
国

文
化
に
お
け
る
倫
理
的
、
精

神
的
、
家
族
的
な
優
劣
の
概

念
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
部

屋
も
家
庭
内
に
お
け
る
地
位

に
よ
っ
て
配
置
が
決
ま
っ
て

い
て
、
中
心
軸
に
近
い
部
屋

ほ
ど
地
位
が
高
い
こ
と
を
表

01. 閩南式建築を代表する赤色は、台北の伝
統的な建築物の美しさを表しています。

02. 屋根の上にあるシンプルな赤レンガと緻
密に施された装飾は、閩南式建築における
独自のスタイルです。

03. 左右対称の建築構造は中国文化における
調和を表しています。

0203

し
ま
す
。
通
常
、
建
物
の
中

央
は
礼
拝
の
場
と
来
客
を
迎

え
る
空
間
が
置
か
れ
る
場
所

で
す
。
そ
こ
か
ら
の
左
右
に

部
屋
が
並
び
ま
す
が
、
年
功

序
列
で
「
左
、
右
、
左
、
右
」

と
い
う
法
則
に
従
っ
て
部
屋

が
配
置
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
伝
統
的
な

台
湾
の
家
庭
で
は
、
中
央
の

部
屋
の
左
棟
が
長
男
、
右
棟

が
次
男
の
部
屋
と
な
り
ま
す
。

三
男
が
い
れ
ば
長
男
の
左
側

の
部
屋
、
四
男
は
次
男
の
右

側
の
部
屋
と
い
う
具
合
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
家
族
の
人
数

が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
建
物

も
大
き
く
な
っ
て
い
く
点
も

閩
南
式
建
築
で
造
ら
れ
た
民

家
の
特
徴
で
す
。

建
物
は
よ
り
貴
重
で
特
別
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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04

05

04. 台北市内の学校の中には、閩
南式住宅の濂讓居が完璧な状態で
残っています。

05. 北門は台北を代表する古蹟の
1 つで、典型的な赤レンガの建築
物です。

首 都 圏 の 伝 統 的 閩 南 建 築

龍安坡黃宅濂讓居
ロンアンポーホァンジャイリエンランジュー

台北市内の高校の中には典型的な三合院式の住宅がひっそりと佇んでいます。この建築物は「龍安坡黃宅
濂讓居」と呼ばれ、1897 年に建てられたものです。約 300 年前に台北に移住した黄家という豪族の私邸で
したが、1999 年に政府によって接収されました。その後、龍門中学校のキャンパスと統合され、現在では
台北市の史跡として指定されています。

濂讓居の壁は中国から運ばれた花崗岩で作られていて、馬蹄形の屋根にベゴニア模様の石窓、月形の窓な
ど、いずれも福建省の伝統的な建築様式を踏襲しています。閩南建築には様々な屋根の形がありますが、濂
讓居に用いられているのは馬蹄形で、後述する燕尾形と似ていますが、庶民の住居として使われることが多
かったために、それほど豪華さはありません。

黄家は元々台北の小作人でしたが、後にこの界隈で代々続く最も大きな地主となりました。現在でも墓参
りの時期になると毎年、黄家の人たちは先祖を祀るために濂讓居に戻ってきます。この民家が一般公開され
たことで、古めかしくも懐かしい台北の風景を鑑賞することができるようになりました。
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林安泰古厝は清朝時代であった 1783 年に建て
られたもので、現在の台北では最も保存状態の
良い福建様式の住宅です。元々は大安区にあり
ましたが、都市計画の一環で中山区の浜江公園
に移設されました。

高貴な家庭であった林家は、穀物、絹、茶の
販売を専門に海峡横断海運業を営んでいました。
一族の邸宅を見ると、所有していた富の大きさが
分かります。林安泰古厝の建築の特徴としては、
豪華な「燕尾形」の屋根があります。「燕尾形」
は屋根の端が軒先まで反り上がっている形状を
指し、多くの場合、豪華な装飾が施されます。

また、扉や壁に施された細やかな彫刻も注目
すべきポイントです。例えば、軒下には花、鳳
凰、古琴、夔龍（きりゅう）などの吉祥を表す
模様が描かれています。緻密な装飾が施された
この壮大な作品は、台北でも非常に人気のある
観光スポットの一つとなっており、世界に向け
て閩南建築の美しさを発信するスポットでもあ
ります。

06

06. 林安泰古厝に見られるツバメの尾のような屋根は、高貴
な家柄を表す閩南式建築の特徴です。

林安泰古厝
リンアンタイグーツォンジュー

北門

台北駅のすぐ近くには 1884 年に建てられた門
があり、現在は北門の名で知られています。清
朝時代には承恩門と呼ばれていたこの門は、台
北市の北の玄関口として機能していました。北
門は台北市街地に残る数少ない清朝時代の建造
物で、かつて五つあった城門の中で唯一、閩南
建築の原型を完全にとどめています。

構造は伝統的な 2 階建ての門楼で、外壁は赤
レンガ、台座の石は台北市大直の山地から採取
した安山岩が積まれています。北門の屋根は閩
南式建築の代表的な屋根形式である「歇山式」
です。これは中央から四方向に勾配がある形状
を指します。台北市の都市計画により、現在の
城門の周りには広場があります。これにより、
この歴史的建造物の鑑賞や写真撮影が容易にな
りました。
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文：Rick Charette　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo、八仙六代園

台北での「グリーン革命」
八仙六代園

昨今、世界では国連が定めた SDGs を受け、飢餓の根絶と環境悪化を低減するために、持続可能な農
業が推進されています。台北にも、この目標の達成に尽力する人たちがいます。台北最大の水田、八仙
六代園を経営する王宣智（ワン·シュエンズー）氏と鄭亦真（ジェン·イージェン）氏のご夫妻は、先進
国台湾の農業においての変わり者の部類と言えるでしょう。お二人は、台北で農業を営む若い農家で
す。持続可能な農業を実践しながら、農場で都市住民向けのワークショップを開き、健全な土壌の重要
性、持続的に生産される食品の健康効果やその美味しさなどを伝えています。 

彼らの農場は、台北の北西に広がる肥沃な関渡平原の基隆河と淡水河が合流する流域です。その源流
は、清らかな水が湧き出る雄大な陽明山塊であり、麓には北投温泉もあります。ここでは、都市と自然
がまじり合う台北で農業を営むお二人の話を紹介していきます。

01
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グ
リ
ー
ン
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ

八
仙
六
代
園
の
主
作
物
は

稲
で
す
が
、
他
に
も
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
大
根
、
タ
ケ
ノ
コ
、

ロ
メ
イ
ン
レ
タ
ス
、
プ
チ
ト

マ
ト
、
新
タ
マ
ネ
ギ
、
イ
チ

ゴ
、
グ
ァ
バ
、
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
な
ど
も
栽
培
し
て

い
ま
す
。
彼
ら
が
目
指
す
の

は
、
持
続
可
能
な
農
法
の
モ

デ
ル
と
な
る
こ
と
と
、
そ
の

普
及
で
す
。
農
場
は
予
約
制

で
団
体
客
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
持
続
可
能
な
農
業
に
つ

い
て
の
講
義
や
季
節
ご
と
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
時
期

に
応
じ
た
農
作
物
の
作
付
け

や
収
穫
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
私
た
ち
は
台
北
最
大
の

米
農
家
で
あ
り
、
唯
一
持
続

型
の
農
法
を
取
っ
て
い
ま
す
」

と
王
氏
は
語
り
ま
す
。
彼
ら

は
受
け
継
い
だ
土
地
の
管
理

者
と
し
て
、
鳥
や
動
物
、
虫

と
共
存
し
な
が
ら
、
土
壌
を

改
善
し
て
い
く
責
任
と
信
念

を
持
っ
て
い
ま
す
。
「
都
会

の
方
で
農
家
の
暮
ら
し
を
知

っ
て
い
る
方
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
。
特
に
若
い
方
は
、

食
べ
物
が
ど
こ
か
ら
来
て
い

る
の
か
も
理
解
し
て
い
な
い

の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
々
に

も
、
大
地
と
触
れ
合
う
機
会

を
作
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
」
。 

持
続
可
能
な
農
業
と
は
具

体
的
に
何
な
の
か
、
と
い
う

質
問
を
頻
繁
に
頂
く
そ
う
で

す
。
「
簡
単
に
言
え
ば
、
食

料
生
産
と
生
態
系
保
全
の
均

衡
が
取
れ
た
農
業
で
す
」
。

水
資
源
の
保
全
、
肥
料
や
農

薬
の
使
用
量
の
最
小
化
、
ゼ

ロ
化
、
生
物
多
様
性
の
推
進

な
ど
を
目
標
と
し
て
い
る
と

王
氏
は
答
え
ま
す
。 

王
夫
妻
の
持
続
可
能
な
農

業
戦
略
に
つ
い
て
は
、「
害

虫
は
特
定
の
植
物
を
好
む
の

で
、
輪
作
に
よ
っ
て
虫
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も

に
、
自
力
で
栄
養
分
を
生
成

で
き
る
植
物
を
栽
培
し
、
肥

料
の
使
用
量
を
抑
え
て
い
ま

す
。
八
仙
六
代
園
で
は
、
非

合
成‧
完
全
無
農
薬
の
肥
料

を
使
用
し
、
完
全
に
天
然
で

毒
性
が
全
く
無
い
栽
培
方
法

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

米
の
収
穫
は
年
1
回
と
し
、

そ
の
間
は
休
耕
し
た
り
、
土

壌
を
肥
沃
に
す
る
被
覆
作
物

を
植
え
た
り
し
て
、
土
地
を

休
ま
せ
て
い
ま
す
」
。

01. 六代続く関渡の農場を経営する王宣智氏 ( 右 ) と鄭亦真氏 ( 左 ) は、初となるサステ
ィナブルな農法を取り入れました。

02. 八仙六代園のある関渡平原はかつて台北における主要な米の産地であって、稀有な都
市部にある水田地帯です。( 写真 / 八仙六代園 )

03-04. 大根からトマトまで八仙六代園の農作物は、サスティナブルな農法によって自然
に栽培されています。

02

03

04
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家
族
か
ら
受
け
継
い

だ
農
場

鄭
氏
の
家
庭
は
六
代
に
わ

た
り
、
こ
の
土
地
で
農
業
を

営
ん
で
き
ま
し
た
。
農
場
の｢

八
仙
六
代
園
」
と
い
う
名
前

を
直
訳
す
る
と
「
八
仙
の
六

代
目
の
庭
園
」
と
な
り
ま
す
。

｢

八
仙
（
バ
ー
シ
エ
ン
）
」
は

の
農
場
の
あ
る
地
域
の
名
前

で
、
鄭
氏
は
一
族
の
六
代
目

で
す
。
「
実
際
に
は
六
代
以

上
前
か
ら
こ
こ
に
住
ん
で
い

る
の
で
す
が
、
詳
し
い
こ
と

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
先
祖
は

大
地
主
の
下
で
働
く
小
作
人

で
、
六
代
目
と
い
う
の
は
初

め
て
家
が
建
て
ら
れ
た
確
実

な
日
付
か
ら
数
え
て
い
ま
す
」

と
鄭
氏
は
言
い
ま
す
。

も
と
も
と
ご
夫
妻
は
都
市

部
で
農
業
と
は
無
縁
な
生
活

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
高
齢

に
な
っ
た
鄭
氏
の
祖
父
か
ら

農
場
を
受
け
継
い
だ
の
は
数

年
前
の
こ
と
で
す
。
王
氏
は ｢

実
践
し
な
が
ら
学
ん
で
き
ま

し
た
。
年
長
の
家
族
か
ら
多

く
を
学
び
、
ま
た
自
分
た
ち

で
も
農
業
の
講
義
を
受
け
る

こ
と
で
、
基
礎
か
ら
先
端
技

術
ま
で
知
識
を
広
げ
て
き
ま

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。 

05. 八仙六代園では米だけでなく季節ごとの野菜も栽培し
ています。

06. 王氏と鄭氏は無農薬で栽培をするために、虫除けのネ
ットを使用して虫害を防いでいます。

05

06
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台
北
の
農
業
発
展
史

グ
リ
ー
ン
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

障
害

大
学
で
歴
史
を
専
攻
す
る

ほ
ど
歴
史
が
好
き
な
王
氏
に

よ
れ
ば
、
か
つ
て
の
台
北
の

農
業
と
現
在
と
で
は
、
米
の

加
工
が
大
き
く
異
な
る
そ
う

で
す
。
台
北
で
は
か
つ
て
、

米
を
台
北
西
部
の
大
稲
埕
に

運
び
、
加
工
し
て
い
ま
し
た
。

大
稲
埕
は
、
「
稲
を
天
日
干

し
す
る
た
め
の
広
い
土
地
」

と
い
う
意
味
で
、
鄭
氏
の
祖

先
も
米
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め

に
、
近
所
の
関
渡
埠
頭
か
ら

船
で
米
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
埠
頭
は
現
在
、
「
藍
色

公
路
」
と
い
う
遊
覧
船
の
発

着
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
米
の
加
工
は
す
べ
て
そ

の
場
で
行
い
、
天
日
干
し
を

し
て
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
の
大
き
な
変
化

は
、
台
北
の
平
地
に
あ
る
農

園
が
徐
々
に
姿
を
消
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
台
北
盆
地
は

面
積
が
狭
い
こ
と
か
ら
、
住

宅
や
商
業
施
設
を
開
発
に
よ

っ
て
土
地
が
圧
迫
さ
れ
ま
す
。

｢

関
渡
平
原
に
は
ま
だ
い
く
つ

持
続
可
能
な
農
業
に
関
す

る
障
害
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

｢

一
番
は
年
長
の
家
族
で
し

た
」
と
鄭
氏
は
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。
「
年
配
の
農
家
は

な
か
な
か
変
化
を
受
け
入
れ

ず
、
自
分
た
ち
の
や
り
方
に

こ
だ
わ
る
の
で
、
当
初
は
私

た
ち
の
新
し
い
や
り
方
に
賛

同
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
が
、
『
食
べ
て
い

け
る
』
こ
と
を
は
っ
き
り
示

す
と
、
考
え
を
変
え
て
く
れ

ま
し
た
」
。

か
の
農
園
が
残
っ
て
い
ま
す

が
、
内
湖
区
の
果
樹
園
や
文

山
区
の
猫
空
地
区
の
茶
屋
な

ど
、
そ
の
多
く
が
観
光
業
に

転
換
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」

と
王
氏
は
言
い
ま
す
。
平
地

に
お
け
る
農
業
の
衰
退
は
、

他
の
先
進
国
と
同
様
、
若
者

が
農
業
に
従
事
し
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
か
ら
と
い
う
理

由
も
大
き
い
そ
う
で
す
。

持
続
可
能
な
農
業
の
大
き

な
問
題
は
収
穫
量
の
低
下
で

す
。
手
作
業
で
の
除
草
な
ど
、

肉
体
労
働
が
は
る
か
に
多
い

た
め
、
王
夫
妻
の
農
地
で
は

そ
の
全
て
を
持
続
可
能
な
農

法
に
移
行
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

｢

私
た
ち
の
作
物
は
健
康
な
の

で
、
鳥
や
リ
ス
な
ど
の
小
動

物
、
虫
が
頻
繁
に
や
っ
て
き

ま
す
」
と
王
氏
は
言
い
ま
す
。

対
策
と
い
え
ば
、
畝
の
間
に

虫
取
り
用
の
粘
着
テ
ー
プ
を

貼
る
く
ら
い
で
、
一
般
的
な

農
家
が
行
う
対
策
を
ほ
と
ん

ど
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
年
に

1
度
し
か
収
穫
を
せ
ず
、
収

穫
量
も
少
な
い
た
め
に
、
価

格
も
高
く
な
り
ま
す
。
消
費

者
の
中
に
は
価
格
に
対
し
て

強
い
抵
抗
を
感
じ
る
人
も
い

る
そ
う
で
す
。

「
持
続
可
能
な
方
法
で
生

産
さ
れ
た
食
品
の
健
康
価
値

を
理
解
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、

価
格
が
高
く
て
も
安
全
な
作

物
を
お
求
め
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
農
場
で
採
れ
た
も

の
を
ほ
ぼ
直
売
し
て
い
ま
す

が
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
は
参
加
を
し
て
い
ま

せ
ん
。
参
加
す
る
た
め
に
は

生
産
量
を
増
や
す
必
要
が
あ

り
ま
す
し
、
価
格
交
渉
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で

す
」
。

07. 八仙六代園から 10
分ほどの距離にある関
渡埠頭は、かつて米を
水運するための重要な
拠点でした。

08. 栽培コストが高い
高架イチゴですが、八
仙六代園では高品質に
栽培するための実験を
続けています。

0708
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07

グ
リ
ー
ン
体
験
会

八
仙
六
代
園
で
は
、
土
日

祝
日
を
中
心
に
不
定
期
で
農

業
体
験
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
程
は
季
節
ご
と
の
作
付
け

や
収
穫
の
必
要
性
に
応
じ
て

変
わ
り
ま
す
。
目
標
は
都
会

の
人
た
ち
が
自
然
と
触
れ
合

う
こ
と
で
、
自
然
と
の
関
わ

り
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

長
期
的
に
は
都
市
の
生
活
ス

タ
イ
ル
そ
の
も
の
が
変
わ
る

こ
と
で
す
。
「
そ
の
一
環
と

し
て
台
北
の
方
々
に
、
先
祖

伝
来
の
農
法
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
た
い
の
で
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
よ
り
ヘ
ル
シ

ー
で
、
見
た
目
も
良
く
、
栄

養
価
の
高
い
色
鮮
や
か
な
農

作
物
が
で
き
ま
す
。
地
球
環

境
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
自

身
の
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま

す
し
、
よ
り
良
い
食
べ
物
、

消
費
サ
イ
ク
ル
、
生
活
習
慣

を
意
識
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
」
と
王
氏
は
話
し

ま
す
。

こ
の
農
場
の
繁
忙
期
は
、

2
～
3
月
の
田
植
え
、
6
～

7
月
の
稲
刈
り
、
9
月
の
タ

ケ
ノ
コ
刈
り
、
11
月
以
降
の

大
根
掘
り
で
す
。
主
作
物
を

輪
作
す
る
合
間
に
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
花
な
ど
を
植
え
、

土
壌
に
栄
養
を
与
え
ま
す
す
。

｢

夏
に
訪
れ
る
の
が
一
番
オ
ス

ス
メ
で
す
。
米
が
一
番
キ
レ

イ
に
色
づ
き
ま
す
し
、
美
し

く
咲
い
た
花
も
見
ら
れ
ま
す
」 

と
鄭
氏
は
勧
め
ま
す
。

王
氏
に
よ
れ
ば
、
「
田
植

え
体
験
や
大
根
掘
り
体
験
は

特
に
人
気
で
す
。
子
供
た
ち

は
『
汚
い
も
の
は
ダ
メ
』
と

教
わ
る
の
で
、
最
初
は
泥
ま

み
れ
に
な
る
こ
と
を
た
め
ら

い
ま
す
が
『
汚
れ
る
』
こ
と

が
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は

な
い
と
分
か
る
と
、
泥
の
中

を
楽
し
そ
う
に
歩
き
回
り
ま

す
。
ま
た
、
大
人
も
子
供
も

宝
探
し
の
よ
う
な
大
根
掘
り

体
験
が
好
き
な
の
で
、
大
き

な
も
の
や
美
味
し
い
も
の
が

ど
こ
で
掘
れ
る
か
を
自
ら
学

び
ま
す
。
他
に
も
農
業
食
品

に
関
す
る
D
I
Y
、
特
に
ジ

ャ
ム
や
保
存
食
作
り
体
験
が

人
気
で
す
」
。 

09
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シ
ス
で
の
暮
ら
し
に
も
こ
の

上
な
く
満
足
し
て
い
ま
す
。

台
北
で
は
人
工
物
と
自
然
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
す
る

人
が
増
え
続
け
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
指
針

を
作
る
こ
と
が
私
た
ち
の
目

標
で
す
」
と
王
氏
は
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
私
た
ち
も
都
会
の
人
間

で
す
が
、
実
は
都
会
で
の
暮

ら
し
に
居
心
地
の
悪
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
今
の
私
た

ち
は
、
自
然
と
共
存
す
る
都

会
人
で
す
。
毎
日
忙
し
い
で

す
が
、
土
地
と
の
健
全
な
付

き
合
い
方
を
見
つ
け
た
こ
と

で
、
都
会
の
中
に
あ
る
オ
ア

09-10. 八仙六代園ではシーズン毎に農業体験活動を開催し、都市に住む
子どもたちに農業の基礎知識を教えています。( 写真 / 八仙六代園 )

10

北投区承德路七段 401 巷 551 号住所
営業時間
サイト

09：00 ～ 17：00
facebook.com/beitoubaxianfarm

八仙六代園
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写真 / Samil Kuo
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緑が溢れる春の台北では、至るところで心を落ち着かせられるスポットが見つかります。

＠延平河浜公園
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FOOD & DRINKS

文：Catherine Shih　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo、Thomas Kinto

台北の手作り豆腐

豆腐は台湾の郷土料理に欠かせない食材です。家庭料理やスープだけでなく、デザートにもよく使わ
れます。豆腐は近年、アジアの伝統的な料理や文化における「プラチナ」食材であり、ヘルシーフード
の代名詞として、世界的に注目されています。

万味豆府 ( ワンウェイドウフー ) は、活気あふれる台北の中山区でひっそりと営業する手作り豆腐の
お店です。一般的なサラリーマンとは異なり、店主の單淵（シャン·ユアン）氏と余淑茹（ユー·シュー
ルー）氏の生活は、日が昇る頃にはすでに一日の半分が過ぎています。品質と円滑な生産工程を保つた
め、夫妻は日々精力的に働き、おいしく健康的な手作り豆腐を作り続けています。

01. 素朴な手作りの豆腐は、台湾料理に欠かせない食材です。

01
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手
作
り
豆
腐
の
原
点

大
豆
で
作
る
独
特
の

風
味

ご
夫
妻
が
こ
の
お
仕
事
を

始
め
た
き
っ
か
け
を
訊
ね
て

み
た
と
こ
ろ
、
余
氏
か
ら
驚

く
よ
う
な
答
え
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
「
き
っ
か
け
は
偶

然
で
し
た
。
微
風
広
場
と
い

う
デ
パ
ー
ト
で
有
機
野
菜
や

豆
腐
の
販
売
係
を
や
っ
て
い

た
友
人
に
、
働
い
て
み
な
い

か
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
元
々

働
い
て
い
た
豆
腐
職
人
が
辞

め
て
し
ま
っ
た
の
で
、
手
伝

い
を
探
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

で
す
が
、
私
は
玩
具
業
界
で

し
か
働
い
た
こ
と
が
な
く
、

主
人
は
軍
の
専
門
職
に
就
い

て
い
た
の
で
、
豆
腐
の
こ
と

は
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
」
。
お
二
人
も
思
わ
ぬ

事
態
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

こ
の
状
況
は
す
ぐ
に
変
わ
り

ま
し
た
。 

「
私
た
ち
は
も
と
も
と
積

極
的
な
タ
イ
プ
で
す
。
何
か

を
や
る
と
な
れ
ば
、
う
ま
く

や
ろ
う
と
努
力
し
ま
す
」
と

余
氏
は
語
り
ま
す
。
夫
妻
は
、

こ
の
分
野
に
つ
い
て
の
知
識

「
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
豆
腐
の
味
を
左
右

す
る
最
大
の
決
め
手
は
、
実

は
豆
そ
の
も
の
で
す
。
私
た

ち
は
入
念
に
豆
を
選
び
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
非
遺

伝
子
組
み
換
え
（GM

O

）
大

豆
の
み
を
使
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
豆
特
有
の
コ
ク
と
風
味

を
損
ね
な
い
よ
う
、
工
程
で

は
水
を
ほ
と
ん
ど
加
え
ま
せ

ん
」
と
余
氏
は
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

「
当
店
の
豆
腐
の
香
り
が

極
め
て
薄
い
の
も
そ
の
た
め

で
す
。
製
造
過
程
で
余
計
な

を
深
め
る
た
め
、
50
万
台
湾

ド
ル
を
投
じ
、
日
本
の
有
名

な
職
人
の
も
と
で
豆
腐
作
り

を
学
ん
だ
そ
う
で
す
。
「
基

本
的
な
こ
と
は
職
人
の
方
に

教
え
て
も
ら
い
、
あ
と
は
自

分
た
ち
で
少
し
ず
つ
身
に
付

け
、
磨
き
上
げ
て
き
ま
し
た
」

と
余
氏
は
誇
ら
し
げ
に
話
し

ま
す
。 

そ
の
後
、
デ
パ
ー
ト
は
改

装
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
新

し
い
ス
ペ
ー
ス
で
の
出
店
が

難
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
二

人
は
自
分
た
ち
の
お
店
を
開

き
ま
し
た
。

「
正
直
、
デ
パ
ー
ト
で
働

い
て
い
た
頃
と
あ
ま
り
変
わ

り
ま
せ
ん
。
当
時
と
ま
っ
た

く
同
じ
で
、
朝
6
時
か
ら
仕

事
を
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
一
つ
だ
け
違
う
の
は
、

自
分
た
ち
の
お
店
と
い
う
こ

と
で
、
と
き
ど
き
寝
坊
を
し

て
し
ま
う
こ
と
で
す
ね
」
と

余
氏
は
笑
い
ま
す
。
で
す
が
、

簡
単
な
こ
と
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
「
エ
ア
コ
ン
を

点
け
る
と
、
豆
腐
の
質
が
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
が
、

02. 大豆は豆腐や豆製品の
品質に大きく影響するため、
万味豆府では非遺伝子組み
換え大豆を使用しています。
( 写真 /Thomas Kinto )

02

02

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
た
め

に
は
エ
ア
コ
ン
が
必
要
に
な

る
の
で
、
暑
い
と
こ
ろ
と
寒

い
と
こ
ろ
を
行
き
来
す
る
う

ち
に
よ
く
風
邪
を
引
い
て
し

ま
い
ま
す
。
冬
場
は
特
に
冷

え
る
の
で
、
氷
の
入
っ
た
バ

ケ
ツ
に
手
を
入
れ
て
、
豆
腐

を
冷
や
す
作
業
は
と
て
も
大

変
で
す
」
。

も
の
は
何
も
加
え
て
い
ま
せ

ん
。
初
め
て
来
店
さ
れ
る
お

客
様
に
は
、
豆
腐
本
来
の
味

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

ま
ず
は
豆
腐
だ
け
で
食
べ
る

よ
う
お
勧
め
し
て
い
ま
す
」
。
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03. 豆製品を作る前の一番重要な工程は、豆乳を絶妙な濃度に仕上げることです。

き
め
細
か
な
生
産

工
程

課
題
に
取
り
組
み
、

乗
り
越
え
る

様
々
な
大
豆
製
品

長
年
、
自
営
業
を
営
ん
で

き
た
余
氏
は
、
豆
腐
作
り
の

真
髄
を
伝
え
る
こ
と
に
喜
び

と
誇
り
を
感
じ
る
そ
う
で
す
。

｢

実
は
ど
ん
な
大
豆
製
品
で

も
、
ま
ず
は
豆
乳
作
り
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

豆
乳
を
作
る
た
め
に
は
、
ま

ず
最
高
の
大
豆
を
厳
選
し
ま

す
。
選
ん
だ
豆
を
水
に
浸
し
、

潰
し
て
加
熱
、
翌
日
に
煮
込

む
と
豆
乳
が
で
き
ま
す
。
こ

の
時
、
豆
乳
の
濃
度
に
影
響

を
与
え
る
の
で
、
加
熱
す
る

と
き
に
加
え
る
水
の
量
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
水
が
多
い

と
薄
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

し
、
水
が
少
な
す
ぎ
る
と
濃

く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

豆
乳
が
で
き
た
ら
、
凝
固
剤

と
し
て
に
が
り
を
加
え
、
豆

腐
を
作
り
ま
す
」
。

「
豆
を
挽
い
て
か
ら
、
濾

さ
ず
に
そ
の
ま
ま
煮
詰
め
る

人
も
い
ま
す
が
、
私
は
粗
い

食
感
が
好
き
で
は
な
い
の
で
、

調
理
前
に
は
濾
す
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
」
。
余
氏
は
さ

ら
に
付
け
加
え
ま
す
。
「
こ

の
手
順
は
完
全
に
好
み
に
よ

り
ま
す
。
粗
め
の
舌
触
り
が

お
好
き
で
し
た
ら
、
濾
す
必

要
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
」
。

さ
ら
に
、
他
の
大
豆
製
品

の
製
造
方
法
も
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
「
ゆ
ば
は
、

熱
い
豆
乳
を
冷
ま
し
た
と
き

に
で
き
る
上
澄
み
の
部
分
で
、

豆
乳
が
濃
け
れ
ば
濃
い
ほ
ど

で
き
や
す
い
で
す
」
。
デ
ザ

ー
ト
の
豆
花
を
作
る
場
合
は
、

豆
腐
と
同
じ
よ
う
に
塩
を
入

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

量
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、

豆
花
は
表
面
の
き
め
が
独
特

な
の
で
、
滑
ら
か
さ
と
濃
厚

な
味
わ
い
を
与
え
る
た
め
に
、

油
分
か
柔
軟
に
す
る
作
用
の

あ
る
エ
モ
リ
エ
ン
ト
と
い
う

成
分
を
加
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

豆
腐
は
台
湾
で
は
お
な
じ

み
の
食
材
で
す
が
、
価
格
は

そ
れ
ほ
ど
安
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
余
氏
に
よ
る
と
、
「
大

豆
は
と
て
も
繊
細
で
、
特
に

温
度
や
湿
度
の
変
化
に
敏
感

に
反
応
し
て
、
全
体
の
味
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
も
厄
介
な
こ
と
に
、
台
湾

の
天
気
は
変
わ
り
や
す
く
、

夏
は
暑
い
上
に
雨
も
多
い
で

す
。
で
す
か
ら
生
産
工
程
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
と
て
も
難

し
い
で
す
。
気
候
や
状
況
に

応
じ
て
調
整
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

す
」 

。
さ
ら
に
彼
女
は
、
「
正
直
、

豆
腐
の
味
の
ち
ょ
っ
と
し
た

変
化
を
感
じ
ら
れ
る
人
は
そ

れ
ほ
ど
い
ま
せ
ん
。
で
も
、

私
た
ち
は
味
と
品
質
を
常
に

一
定
に
保
つ
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

過
去
の
失
敗
体
験
も
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
「
微
風
広

場
か
ら
自
分
た
ち
の
お
店
に

移
っ
た
と
き
、
豆
乳
が
ダ
メ

に
な
っ
て
し
ま
い
、
売
り
物

に
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
後
で
わ
か
っ

た
の
で
す
が
、
当
店
に
は
百

貨
店
と
同
じ
よ
う
な
設
備
が

な
か
っ
た
の
で
、
生
産
工
程

を
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、

実
際
に
体
験
し
て
み
な
け
れ

ば
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
楽
な
仕
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
決
し

て
手
は
抜
き
ま
せ
ん
」
。

余
氏
は
、
「
看
板
商
品
は

絹
ご
し
豆
腐
で
す
が
、
ゴ
マ

豆
腐
や
抹
茶
豆
腐
な
ど
、
色
々

な
風
味
の
豆
腐
も
作
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
と
て
も
お
い

し
い
黒
豆
ミ
ル
ク
や
ア
ー
モ

ン
ド
味
の
豆
花
も
あ
り
ま
す
。

当
店
で
は
何
よ
り
、
季
節
ご

と
の
味
を
展
開
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
」
と
彼
女
は
自
慢

げ
に
話
し
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
製
品
が
同
じ

原
料
で
出
来
て
い
る
と
は
い

え
、
特
濃
豆
乳
を
使
う
万
味

豆
府
の
味
わ
い
は
特
徴
的
で

す
。
豆
乳
だ
け
を
買
い
、
自

宅
で
加
熱
し
て
豆
腐
を
作
る

お
客
さ
ん
も
い
る
そ
う
で
す
。

ヴ
ィ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
が
世
界

的
に
流
行
す
る
前
か
ら
、
大

豆
製
品
は
必
需
品
で
あ
り
、

台
湾
料
理
で
も
何
世
紀
に
も

わ
た
り
、
様
々
な
形
で
調
理

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ご
夫
妻

の
努
力
の
結
晶
で
あ
る
、
万

味
豆
府
の
様
々
な
商
品
は
、

伝
統
の
味
に
新
た
な
解
釈
を

与
え
、
台
北
の
豊
か
な
食
文

化
を
さ
ら
に
多
様
な
も
の
に

し
て
い
ま
す
。
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手作り豆腐のおすすめ調理法

絹ごし豆腐

万味豆府の看板メニューです。余
氏によると、豆腐本来のおいしさ
を味わうにはこれが一番。好みに
応じて、塩や醤油をかけるのもよ
いでしょう。そのほかにもお鍋や
回鍋肉などに加えたり、煮込んだ
り、炒めたりしてお召し上がりい
ただけます。

04-05. 万味の看板メニューである絹ごし豆腐
は、醤油と鰹節の組み合わせでお召し上がり
ください。

04

05
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06

07

万味豆府の手作り豆腐は保存料無添加の
ため、消費期限はわずか 3 日間です。た
だ、豆腐干は冷凍保存が可能です。解凍
したら豆腐を刻んで少し炒め、醤油とコ
リアンダーを加えてお召し上がりくださ
い。コリアンダーがない場合には、セロ
リやキュウリでも代用可能です。ヴィー
ガンの場合、台湾の定番家庭料理である
｢トマトと卵の炒め物」のスクランブルエ
ッグをスクランブル豆腐として代用して
も美味しいです。

豆腐干

06. ゆばを使った料理はシンプルでありながら
大豆の香りが楽しめます。

07. 豆花は香ばしい豆乳に浸して食べるのが本
格的な台湾の食べ方です。

豆花

天然のアーモンド粉を使った、万味
豆府の杏仁豆花は、シンプルでさわ
やかな味わいが特徴。砂糖と一緒に
お湯で煮て、シロップを加えるとお
いしくお召し上がりいただけます。
豆乳のコクが好みの方は、シロップ
の代わりに豆乳に浸してお召し上が
りください。
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文：Elisa Cohen　編集：下山敬之 　写真：Samil Kuo、Taiwan Scene

ほろ苦く甘い台湾コーヒーの香り

台北で美味しいコーヒーを探すことは難しくありません。世界的に有名なチェーン店が街のいたる
所にありますし、小道に入れば上質な豆をセレクトし、自家焙煎の設備を備えた独立系カフェも隠れ
ており、常にコーヒー愛好家たちを魅了しています。 

ここ数年、そんな愛好家たちの間で人気が高まっているのが台湾で栽培された国産コーヒーです。
《TAIPEI》ではその台湾生まれのコーヒーの魅力をもっとたくさんの人々に知ってもらえるよう、台

湾国産コーヒー豆だけを取り扱う森高砂咖啡館（センガオシャーカーフェイグァン）の創業者にお話
を伺いました。

01
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01. 産地直送の台湾コーヒー
はお茶のような風味と甘い後
味が感じられます。

03. 小規模農家が丹精を込め
て栽培した台湾のコーヒー豆
は、その土地ならではの独特
の 風 味 が あ り ま す。( 写 真 /
Taiwan Scene )

02. 台北では台湾各地で育て
られたコーヒーが味わえます。

台
湾
産
コ
ー
ヒ
ー

の
甘
い
後
味

日
本
時
代
で
あ
っ
た

1
9
4
0
年
代
、
台
湾
は
約

1
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の

広
さ
の
農
地
に
コ
ー
ヒ
ー
豆

を
植
え
る
な
ど
、
コ
ー
ヒ
ー

産
業
が
最
も
発
展
し
た
時
期

で
し
た
。
当
時
の
台
湾
は
、

東
ア
ジ
ア
最
大
の
コ
ー
ヒ
ー

生
産
国
だ
っ
た
の
で
す
。
そ

の
後
、
戦
争
や
政
権
交
代
の

影
響
で
、
コ
ー
ヒ
ー
産
業
は

徐
々
に
衰
退
の
一
途
を
た
ど

り
ま
す
が
、
2
0
0
0
年
代

に
な
っ
て
多
く
の
小
規
模
農

家
が
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
を
再
開
。

現
在
で
は
中
央
、
南
部
、
東

部
の
山
間
地
域
で
栽
培
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

長
き
に
わ
た
り
大
量
生
産

方
式
を
採
用
し
て
き
た
他
の

コ
ー
ヒ
ー
生
産
地
と
は
異
な

り
、
台
湾
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
は

小
規
模
な
独
立
農
家
に
よ
っ

て
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
収
穫

か
ら
発
酵
、
そ
し
て
焙
煎
ま

で
す
べ
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
台
湾
の
国
産
コ
ー
ヒ
ー

は
淹
れ
て
い
る
間
に
お
茶
の

よ
う
な
香
り
が
漂
う
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、
実
は
そ
れ

は
新
鮮
な
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
香

り
な
の
で
す
」
と
語
る
の
は
、

森
高
砂
咖
啡
館
の
創
業
者
、

董
鼎
禾
（
ド
ン‧

デ
ィ
ン
ホ

ー
）
氏
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
地
域

02

03

の
農
場
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

た
め
、
収
穫
処
理
の
後
す
ぐ

に
焙
煎
し
挽
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
輸
入
豆
と
は

味
が
全
く
異
な
る
の
で
す
。

台
湾
全
土
の
コ
ー
ヒ
ー
農

家
と
関
わ
る
中
で
、
董
氏
は

国
産
コ
ー
ヒ
ー
に
は
後
味
に

甘
み
が
あ
る
と
い
う
独
自
の

特
徴
を
発
見
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
ス
ク
ロ
ー
ス
の
割
合
が

高
く
、
グ
ル
コ
ー
ス
が
少
な

め
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
甘
み

の
方
が
強
く
、
酸
味
は
そ
れ

ほ
ど
感
じ
な
い
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
生
産
地
域
に
よ
っ
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
雲
林
の
コ
ー

ヒ
ー
に
は
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
よ

う
な
フ
レ
ー
バ
ー
が
あ
り
ま

す
し
、
嘉
義
の
豆
に
は
フ
ロ

ー
ラ
ル
な
香
り
、
台
東
の
コ

ー
ヒ
ー
は
焙
煎
す
る
と
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
香
り
が
し
ま
す
。
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コ
ー
ヒ
ー
が
生
み
出

す
グ
リ
ー
ン
な
環
境

「
台
湾
の
コ
ー
ヒ
ー
は
想

像
以
上
で
す
！
」
と
董
氏
は

熱
弁
を
振
る
い
ま
す
。
森
高

砂
咖
啡
館
で
は
国
産
の
コ
ー

ヒ
ー
の
み
を
販
売
し
て
お
り
、

国
内
お
よ
び
国
際
市
場
に
向

け
て
台
湾
生
ま
れ
の
「
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
」
を

届
け
る
こ
と
に
尽
力
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
台
湾
の
コ
ー
ヒ

ー
農
家
は
そ
の
大
半
が
独
立

農
家
の
た
め
、
す
べ
て
を
自

分
た
ち
で
行
わ
な
く
て
は
な

ら
ず
、
生
産
コ
ス
ト
が
か
さ

む
こ
と
か
ら
、
大
量
生
産
の

輸
入
コ
ー
ヒ
ー
豆
と
比
べ
る

と
競
争
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
香
料
の
添
加
な
ど

商
業
的
に
標
準
化
し
た
味
を

作
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
課
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
台
湾
で
は
ジ
ャ
マ
イ

カ
の
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
や

ハ
ワ
イ
の
コ
ナ
の
よ
う
な
、

国
際
的
に
認
知
さ
れ
た
ブ
ラ

ン
ド
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
問
題
に
取
り
組
む
べ

く
、
森
高
砂
咖
啡
館
で
は
農

場
で
の
収
穫
や
生
豆
の
加
工

処
理
を
最
適
化
す
る
た
め
に
、

プ
ロ
の
バ
リ
ス
タ
を
雇
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
コ
ス
ト

が
徐
々
に
削
減
さ
れ
、
継
続

的
な
生
豆
の
品
質
改
善
が
可

能
と
な
っ
た
の
で
す
。

森
高
砂
咖
啡
館
は
「
品
質

改
善
こ
そ
が
、
台
湾
コ
ー
ヒ

ー
を
成
長
さ
せ
る
唯
一
の
道
」

と
信
じ
、
お
よ
そ
10
年
間
に

渡
る
努
力
を
続
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
コ
ー
ヒ
ー
国
際

市
場
に
お
け
る
「
ス
ペ
シ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
」
の
ト
レ

ン
ド
も
相
ま
っ
て
、
台
湾
の

コ
ー
ヒ
ー
産
業
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
に
成
功
。
さ
ら
に
独

自
の
フ
レ
ー
バ
ー
を
開
発
す

る
こ
と
で
大
き
く
発
展
し
ま

し
た
。

ま
た
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
の
推
進
に

も
注
力
し
て
い
て
、
コ
ー
ヒ

ー
農
家
に
対
し
て
ビ
ン
ロ
ウ

ジ
の
木
の
下
に
コ
ー
ヒ
ー
を

植
え
る
手
法
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。
ビ
ン
ロ
ウ
ジ
の
木
は

根
が
浅
く
、
丘
な
ど
の
斜
面

で
は
浸
食
の
被
害
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

コ
ー
ヒ
ー
の
根
は
密
度
が
高

く
、
周
囲
に
広
が
る
た
め
、

土
を
し
っ
か
り
と
掴
み
ま
す

し
、
保
水
も
し
て
く
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ビ
ン
ロ
ウ
ジ
は
コ

ー
ヒ
ー
に
必
要
な
日
陰
を
作

っ
て
く
れ
る
の
で
、
二
つ
の

植
物
が
お
互
い
に
助
け
合
い

な
が
ら
共
存
が
可
能
で
す
。

こ
の
よ
う
に
台
湾
の
コ
ー
ヒ

ー
は
環
境
維
持
の
新
た
な
可

能
性
を
模
索
し
な
が
ら
、
発

展
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

04

05

04. 董鼎禾氏は台湾のコーヒー産
業がより発展することを願ってい
ます。

05. 森高砂では多様なコーヒーの
飲み方を考案し、台湾コーヒーの
さらなる可能性を模索しています。
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台
北
で
台
湾
コ
ー
ヒ

ー
を
味
わ
う

「
台
湾
の
中
で
コ
ー
ヒ
ー

を
味
わ
う
な
ら
台
北
が
一
番

で
す
」
と
董
氏
は
言
い
ま
す
。

無
数
の
カ
フ
ェ
が
ひ
し
め
く

台
北
で
は
、
多
く
の
人
が
様
々

な
味
の
コ
ー
ヒ
ー
に
慣
れ
親

し
ん
で
い
ま
す
し
、
多
く
の

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
も
国

産
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
仕
入
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
台
湾
産

コ
ー
ヒ
ー
は
生
産
量
が
ま
だ

ま
だ
少
な
く
、
価
格
も
や
や

高
め
で
す
。
森
高
砂
咖
啡
館

で
は
焙
煎
方
法
が
異
な
る
コ

ー
ヒ
ー
豆
や
産
地
の
異
な
る

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
提
供
し
、
さ

ら
な
る
認
知
と
販
路
の
拡
大

を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

手
動
式
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
、
サ

イ
フ
ォ
ン
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ

マ
シ
ー
ン
と
い
っ
た
異
な
る

抽
出
機
器
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
台
湾
コ
ー
ヒ
ー
の
可
能

性
を
広
げ
、
愛
好
家
た
ち
に

元
に
よ
り
親
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

「
台
湾
コ
ー
ヒ
ー
を
取
り

扱
っ
て
い
な
い
カ
フ
ェ
で
も
、

お
客
さ
ん
が
そ
れ
を
求
め
て

い
る
場
合
に
は
、
提
供
し
て

い
る
カ
フ
ェ
を
ち
ゃ
ん
と
お

勧
め
し
て
く
れ
ま
す
」
と
董

氏
は
言
い
ま
す
。
台
湾
コ
ー

ヒ
ー
の
み
を
取
り
扱
っ
て
い

る
森
高
砂
咖
啡
館
は
、
も
ち

ろ
ん
真
っ
先
に
そ
の
オ
ス
ス

メ
の
選
択
肢
に
上
が
る
そ
う

で
す
。

森
高
砂
咖
啡
館
は
台
北
市

内
に
3
店
舗
あ
り
、
様
々
な

角
度
か
ら
台
湾
コ
ー
ヒ
ー
の

販
売
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
最
も
歴
史
の
あ
る
大

稲
埕
の
支
店
は
、
当
ブ
ラ
ン

ド
の
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
コ
ー

ヒ
ー
が
生
ま
れ
た
場
所
で
も

あ
り
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

ク
テ
ル
を
作
る
か
の
よ
う
な

繊
細
な
手
順
で
作
ら
れ
る
ハ

ン
ド
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
は
、

台
湾
コ
ー
ヒ
ー
独
自
の
味
が

し
っ
か
り
と
引
き
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

華
山
1
9
1
4
文
化
創

意
産
業
園
区
内
の
古
い
赤
レ

ン
ガ
の
建
物
に
は
「
コ
ー
ヒ

ー‧
ラ
ボ
」
が
あ
り
、
浸
漬

06

06. 森高砂では各台湾産コー
ヒー豆の特性や風味に最も
合う方法でドリップしてい
ます。

式
の
淹
れ
方
を
教
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
淹
れ
方
を
学
べ

ば
、
国
産
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を

買
う
だ
け
で
、
自
宅
で
も
そ

の
独
自
の
香
り
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

中
山
北
路
の
旗
艦
店
で
は

イ
タ
リ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
の
コ

ー
ヒ
ー
と
各
種
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
、
、
ハ
ン
ド

ド
リ
ッ
プ
や
酒
蒸
し
な
ど

様
々
な
淹
れ
方
の
コ
ー
ヒ
ー
、

季
節
ご
と
の
新
鮮
な
メ
ニ
ュ

ー
や
デ
ザ
ー
ト
に
合
わ
せ
た

ダ
ー
ク
で
リ
ッ
チ
な
風
味
の

コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
森
高
砂
咖
啡
館
で
は
、

台
湾
の
国
産
コ
ー
ヒ
ー
を
多

様
な
角
度
か
ら
紹
介
す
る
こ

と
で
、
そ
の
無
限
の
可
能
性

を
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と

日
々
研
鑽
を
続
け
て
い
ま
す
。
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カクテルを引き立てる定番の
おつまみ

森高砂咖啡館で台湾コーヒーを味わう 

ハンドドリップコーヒー

森高砂咖啡館のハンドドリップコーヒーは、コーヒーの試飲会をするような雰囲気があります。冷やしたコ
ーヒーにテイスティング用のチューブ、コーヒーポットを使うことで、温度によって変化するコーヒーの香
りが楽しめます。まずアイスコーヒーを一口飲み、コーヒー元来の香りを味わいましょう。次に温かいコー
ヒーをカップにゆっくり注ぎ、温度の違いが生み出す味や香りの変化をたっぷりと楽しみます。

イタリアンスタイルコーヒー

台湾各地から集めた最高品種の豆をエスプレッソ
豆とブレンドすることで、台湾コーヒーの甘い後
味を引き立てます。ラテを注文する場合は、国産
コーヒー豆の濃く甘い香りが楽しめるよう、エス
プレッソ用のカップで提供しています。その他に
もフレーバーコーヒーの開発も行っているので、
バラやキンモクセイの香りを加えた、ひと味違う
コーヒーが楽しめます。

➊

➀

➋

➁
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酒蒸しコーヒーは森高砂咖啡館のオリジナル商品です。コーヒー豆をウイスキー、米酒、小米酒（台湾原住
民の伝統のお酒）、紹興酒、ウォッカで蒸し、豆の中にアルコールを浸透させることで、お酒の香りをつけ
ます。その後、高温で煎ってアルコール分は飛ばせば、お酒の香りだけが残ったノンアルコールのコーヒー
が完成します。

酒蒸しコーヒー 

07. 森高砂の食事メニューは全てコーヒーに合うよう考えられています。

07

➌

➂

中山区中山北路一段 133 号住所
営業時間 11：00 ～ 20：00

森高砂中山旗艦店

中正区八德路一段 1 号住所
営業時間 11：00 ～ 17：00

森高砂華山実験室

大同区延平北路二段 1 号住所
営業時間 12：00 ～ 20：00

森高砂大稲埕
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01. 厳格な印象の江鳴謙氏ですが、大
好きな木造家屋と古民家について語る
時は穏やかな表情を見せます。

02-03. 什木工地は建築に関する教室で
あると同時に、江氏自身によるリノベ
ーションプロジェクトの一環でもあり
ます。

01

02

文：Elisa Cohen　編集：下山敬之 　 
写真：Yenyi Lin、什木工地

古民家に注ぐ愛 

大都市である台北には様々な職種の人
たちが集まっています。中でもそれぞれ
の分野における職人たちの活躍は、街に
活気をもたらします。今回はもともと大
工としてキャリアをスタートさせたデザ
イナーの江鳴謙（ジャン・ミンチエン）
氏にインタビューを行い、自身の手で改
装したレンガ造りの古民家や運営してい
る講義、台北に点在する古民家の精神な
どを伺いました。
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江
氏
が
運
営
す
る
。
什
木

工
地
は
、
南
港
区
中
南
街
に

あ
る
古
い
赤
レ
ン
ガ
造
り
の

家
で
開
催
さ
れ
て
い
る
建
築

講
座
で
す
。
屋
内
に
は
様
々

な
機
械
、
木
材
、
製
作
途
中

の
製
品
が
整
然
と
並
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
「
私
は
大
工
の

仕
事
風
景
を
見
て
育
っ
た
た

03

02

め
、
ず
っ
と
憧
れ
て
い
ま
し

た
。
大
人
に
な
っ
た
ら
自
分

も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
」
と
江
氏
は
振
り

返
り
ま
す
。
江
氏
は
見
習
い

か
ら
始
め
、
職
人
と
し
て
の

伝
統
的
な
修
行
を
積
み
、
親

方
、
ゼ
ネ
コ
ン
と
仕
事
を
変

え
、
最
終
的
に
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

フ
リ
ー
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

な
っ
た
後
は
、
興
味
を
持
っ

対
話
の
キ
ッ
カ
ケ
を

提
供

科
学
と
ア
ー
ト 

の
融
合

た
お
客
さ
ん
に
声
を
か
け
て
、

一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
中

で
、
人
に
も
の
を
教
え
る
こ

と
が
上
手
と
言
わ
れ
、
建
築

に
関
す
る
教
室
を
開
く
こ
と

を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う

し
て
人
々
と
接
す
る
中
で
、

彼
は
自
分
が
職
人
の
仕
事
や

技
術
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、

ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
ま
す
。 

「
『
仕
事
を
受
け
る
人
』

と
『
仕
事
を
依
頼
す
る
人
』

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
た
い

と
思
い
ま
し
た
」 

と
江
氏
は

言
い
ま
す
。
そ
こ
で
彼
は
、

セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
、
鉄
工

所
、
陶
器
モ
ザ
イ
ク
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
職
人
た
ち
を
招
き
、
講
演

ま
た
は
作
品
の
紹
介
を
し
て

頂
く
な
ど
し
て
、
知
識
の
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
「
職
人

の
声
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の

多
く
は
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
な
の
で
、
対
話
を

促
せ
る
場
を
作
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
」
。
こ
の
よ
う
に

し
て
什
木
工
地
は
、
職
人
が

自
己
表
現
を
し
つ
つ
、
一
般

人
が
質
問
を
し
な
が
ら
彼
ら

に
つ
い
て
学
べ
る
場
と
な
り

ま
し
た
。
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「
こ
の
分
野
の
仕
事
は
、

実
は
と
て
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

で
す
」
と
江
氏
は
言
い
ま
す
。

台
北
の
職
人
の
生
活
は
規
則

正
し
く
、
毎
日
朝
7
時
に
出

勤
し
、
8
時
に
は
現
場
に
到

着
し
て
仕
事
を
開
始
し
ま
す
。

16
時
半
に
な
る
と
目
下
の
仕

事
を
片
付
け
始
め
、
17
時
に

は
退
社
。
そ
の
後
は
帰
宅
し

て
家
族
と
過
ご
す
と
い
う
、

平
凡
な
が
ら
も
充
実
し
た
日

常
で
す
。

大
工
は
通
常
、
建
設
現
場

に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、

石
工
や
鉄
工
な
ど
他
の
職
人

の
仕
事
を
統
括
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
江
氏
が
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
転
身
し
た
の
も
こ
れ

が
理
由
で
す
。
「
現
場
は
厨

房
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
焼

く
、
揚
げ
る
、
盛
り
付
け
る

と
い
う
作
業
工
程
を
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
が
行
う
よ
う
に
、

建
築
に
も
石
工
や
配
管
、
電

気
工
事
と
異
な
る
分
野
の
人

た
ち
が
個
々
で
行
う
作
業
も

あ
れ
ば
、
共
同
で
行
う
作
業

も
あ
り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
役
割
は
、
あ
ら
ゆ
る
要
素

を
統
合
し
、
プ
ロ
セ
ス
を
最

適
化
し
て
、
効
率
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
で
す
」 

と
彼
は
言

い
ま
す
。

江
氏
は
職
人
た
ち
に
よ
る

講
義
を
企
画
す
る
ほ
か
、
北

投
国
中
の
非
常
勤
講
師
で
も

あ
り
、
週
1
回
専
門
的
な
建

築
の
授
業
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
什
木
工
地
は
台

北
周
辺
の
学
校
が
利
用
す
る

校
外
教
室
で
も
あ
り
、
生
徒

た
ち
は
こ
こ
で
木
工
機
械
の

操
作
方
法
や
安
全
性
な
ど
を

学
び
、
建
築
に
関
す
る
様
々

な
専
門
技
術
を
習
得
し
て
い

ま
す
。

職
人
の
仕
事
の

仕
組
み

04

05

04. 江氏は大工作業がいかに注意
の必要な仕事であるか実演をして
くれました。

05. 什木工地は時折、郊外教室へ
と姿を変え、学生たちに建築の
基礎知識を教えています。( 写真
/ 什木工地 )
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み
込
み
、
新
し
い
価
値
を
吹

き
込
む
こ
と
が
楽
し
い
で
す
」

と
江
氏
は
古
民
家
へ
の
愛
情

を
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
大
同
区
の
南
福
式

古
民
家
や
万
華
区
の
糖
廍
文

化
園
区
な
ど
の
改
修
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

江
氏
は
毎
日
、
古
民
家
の

観
察
に
出
か
け
、
古
い
レ
ン

ガ
や
タ
イ
ル
か
ら
地
域
の
物

語
を
紹
介
す
る
な
ど
、
台
北

の
古
民
家
文
化
の
周
知
に
よ

り
深
く
携
わ
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
の
専
門
技
術
を
究

め
る
職
人
た
ち
と
も
協
力
し
、

よ
り
多
く
の
人
に
そ
の
知
恵

や
古
民
家
の
温
も
り
伝
え
る

と
と
も
に
、
台
北
の
昔
な
が

ら
の
精
神
に
触
れ
ら
れ
る
機

会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
目

標
だ
そ
う
で
す
。

江
氏
は
仕
事
柄
、
台
北
の

古
民
家
の
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
た
び
た
び
参
加
し
、
歴

史
的
・
文
化
的
観
点
か
ら
台

北
の
街
を
眺
め
て
き
ま
し
た
。

什
木
工
地
の
あ
る
中
南
街

に
つ
い
て
は
、
「
こ
こ
は
南

港
地
区
で
最
初
に
開
発
さ
れ

た
通
り
で
、
以
前
は
荷
車
が

通
る
よ
う
な
道
だ
っ
た
ん
で

す
よ
」
と
話
し
ま
す 

。

こ
の
通
り
は
か
つ
て
、
山

で
採
れ
た
石
炭
や
包
種
茶
を

輸
送
す
る
経
路
で
し
た
。
什

木
工
地
の
建
物
は
も
と
も
と

80
年
以
上
に
わ
た
り
茶
屋
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、

伝
統
的
な
店
舗
付
き
の
住
宅

を
改
装
し
た
も
の
で
す
。
近

隣
に
並
ぶ
古
い
家
屋
も
そ
の

一
軒
一
軒
が
通
り
の
歴
史
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
近
く
に

は
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
闕
家
古

厝
と
周
家
古
厝
が
あ
る
ほ
か
、

数
多
く
の
店
舗
付
き
住
宅
が

残
っ
て
い
て
、
特
徴
で
あ
る

少
し
突
き
出
た
ベ
ラ
ン
ダ
が

散
見
さ
れ
ま
す
。

南
港
車
站
の
近
く
に
あ
る

P
O
P
O
P
台
北
は
、
古
い

建
物
を
改
装
し
た
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
で
す
。
2
0
2
0

年
に
で
き
た
こ
の
施
設
は
、

台
北
蚤
之
市
とFuntasty 

Bazaar

の
会
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
江
氏
は
改

装
に
は
参
加
し
て
い
な
い
も

の
の
、
什
木
工
地
を
こ
こ
に

移
設
し
、
職
人
た
ち
の
体
験

を
世
の
中
に
広
げ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
打
診
を
受
け
た
経

歴
が
あ
り
ま
す
。

江
氏
の
活
動
の
中
で
注
目

す
べ
き
は
中
正
区
寧
波
西
街

に
あ
る
豊
仁
薬
局
の
改
装
で

す
。
木
枠
の
ガ
ラ
ス
窓
や
レ

ト
ロ
な
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
取

り
入
れ
、
昔
な
が
ら
の
薬
局

の
よ
う
な
、
温
も
り
の
あ
る

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気

を
創
出
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
2
0
1
8
年
に
「
台
北

老
屋
新
生
大
奨
」
の
銀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

「
も
と
も
と
古
民
家
が
大

好
き
で
し
た
。
そ
こ
に
既
存

の
資
源
や
素
材
を
活
か
し
つ

つ
、
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
組

台
北
古
民
家
の
魅
力

06

06. 豊仁薬局には古民家の素朴
な美しさが残っています。( 写
真 / 什木工地 )



旅のお役立ち情報
TRAVEL INFO

バス情報

大人：現金、EasyCard いずれも 1 区間ごとに 15 元
学生：現金は 1 区間ごとに 15 元、EasyCard の場合は 1 区間ごとに 12 元 
( 学生証の提示が必要 )
身長 115cm 未満あるいは満 6 歳の小人 ：身分証がある場合は無料

乗車運賃： バスの路線情報：

Taipei eBus
ebus.gov.taipei/

YouBike は台北市の公共レンタサイクルで、EasyCard やクレジットカードでレンタルが可能です。利用料金は 30 分ごとに発生し、レンタル時間の長さに
よって変動します。詳細は以下を参照してください。

YouBike のレンタル会員になりたい方は、こちらのページよりご登録ください：taipei.youbike.com.tw/home

YouBike 情報

30 分以內

5 元

30 分 〜 4 時間以内

30分ごとに 10 元

4 時間 〜 8 時間以内

30分ごとに 20 元

8 時間以上

30分ごとに 40 元

EasyCard iPASS

チャージするだけで MRT( 都市交通システム ) など公共交通機関やコンビニエンスストア、特約
商店での小額決済ができます。レンタサイクルの YouBike にも使えます。購入は MRT やコンビ
ニなどの取扱店で。

電子マネー：

切符：

IC トークン ( 片道切符 )
NT$20-65 NT$150 

MRT 1 デイパス
NT$180 

24時間パス
NT$280 

48時間パス
NT$380 

72 時間パス

営業時間：06:00 ～ 24:00　　24 時間お客様専用ダイヤル：(02)218-12345台北 MRT

無限周遊カード
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日券 
NT$1,200/1,600/1,900 元 

交通周遊カード 
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日 /5 日 /  
猫空ロープウェー 1 日券 

NT$180/310/440/700/350 元

12 の素敵な観光地＋交通機関乗り放
題の「無限周遊カード」、交通機関
乗り放題の「観光スポット周遊カー
ド」、「交通周遊カード」の 3 種類。
有効期限内に台北市と新北市、基隆市
を思う存分遊ぶことができます。

北北基おもしろカード：

観光スポット周遊カード
2 日 /3 日 /4 日券 

NT$650/850/1,050 元

北北基おもしろカード

旅のインフォメーション

交通部観光局 24 時間対応、無料の旅行情報ホットライン :  0800-011-765
外国人在台生活相談 : 0800-024-111
台北市民ホットライン : 1999（市外 02-2720-8889）
台北トラベルネット : travel.taipei/ja  
( 中、英、日、韓、タイ語、インドネシア語、ベトナム語、スペイン語による市内観光情報 )

各交通機関や施設の営業時間については、利用前に HP などでご確認ください。

台北市ダブルデク観光バス
TEL: (02)8791-6557 EXT. 30






